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第

一
節

概

説

一

民
俗
芸
能
と
は

こ

ニ

ノ
へ
は

　
し

エ

つ

さ

い
や

て

社
寺

の
祭
礼

や
、
集
落

の
年
中
行
事
な
ど

に
、
五
穀
曲豆
穣

や
.r
孫
繁
栄

、
災

厄
除
去
な
ど
を
願

っ
て
人

々
が
演
じ

て
き
た
芸
能
を
、
民
俗
芸
能
と

い
う
。
民
俗
芸
能

は
都
市
を
中
心
に
発
達

し
た
舞
台
芸
能
と
は
異

な
り

、
地
域
の
人
々
の
生
活
や
信
仰
に
密
着

し
た
芸
能

で
あ
り
、
そ

の
由
来
や
伝
承

、

芸
能

の
構
成
や
歌
詞
の
内
容
な
ど

に
地
域
性
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
が
多

い
。

しコ

き

ん

ヘ
ニ
　ヒひ

ょ
う

東

北
地
方

で
は
占
来
、
夏

の
日
照
不
足
な
ど
に
よ
る
飢
饒

・
疫

病

が
深
刻

で
あ

っ
た
た
め
、
人

々
の
曲豆
作

へ
の
切
実
な
願

い
が
多

く
の
民
俗
芸
能

を
発
達
さ
せ

て
き
た
。
特

に
東
北
地
方

の
南
部
に
位
置
す

る
福
島
県
で
は
、
江
戸
東
京
を
中
心
と
す

る
関
東
圏
や
新
潟
な
ど

の
日
本
海
文
化
圏
に
も
接

し
て
い
る
た
め
早
く
か
ら
多
彩
な
芸
能
文
化

が
流
入
し
、
多
く

の
民
俗
芸
能
が
継
承
さ
れ
て
き

た
。



二

矢
吹
町
の
民
俗
芸
能

説第 一節 概

カ

み
ド
　
リ

ド

ヘ
ニ

ん

か

ぐ

り

民
俗
芸
能
に
は
多
く

の
種
類
が
あ
る
が
、
学
術
的

に
は
、
神
座

に
神
を
迎
え

て
お
こ
な
わ
れ
る
鎮
魂

の
神
事
が
芸
能
化
し
た
神
楽
、
稲
の
豊
作
を
祈

で

ん

が

く

お

ん

り

ょ

コ

は

や

し

め
り

ゅ

つ

ニ

ニ
た

ま

願
す

る
田
楽
、
災
厄
を
も
た
ら
す
怨

霊

を
華
や
か
な
衣
裳

や
に
ぎ

や
か
な
唾
子

で
鎮
め
た
り
追

い
払
お
う
と
す
る
風
流

、
言
霊

の
力

で
福
を
呼
び
招

こ
う
と
す
る
語
り
物
な
ど

に
大
別
さ
れ
る
。

矢
吹
町
内
に
は
こ
の
う
ち
神
楽
は
伝
え

ら
れ
て
い
な

い
が
、
田
楽

に
含
ま
れ
る
三
城
日
の
平
鍬
踊
り
、
風
流
に
含
ま
れ
る
三
城
目
や
明
新

な
ど

の
獅

子
舞
、
大
和
久
の
天
道
念
仏
踊
り
、
根
宿

や
田
内

の
天
王
祭
太
鼓

、
矢
吹

の
祭
り
喘
子
、
語
り
物

に
含
ま
れ
る
中
畑

の
会
津
万
歳
な
ど
が
伝
え
ら
れ

て

い
る
。

近
年
、
人

々
の
生
活

ス
タ
イ

ル
や
価
値
観

が
変
化
し
、
多
く
の
民
俗
芸
能
が
後
継
者
不
足

に
よ

っ
て
中
断

の
危
機

に
追

い
こ
ま
れ
て

い
る
が
、
矢
吹

町

の
各
地
区
に
伝
わ

る
民
俗
芸
能
に
も

中
断

・
廃
絶

に
追

い
こ
ま

れ
た
り
、
そ

の
危
機

に
瀕

し
て
い
る
も

の
が
多

い
。

そ
う
し
た
中
で
、

昭
和

五
十
年
に
矢
吹

町
が
県
か
ら

「
文
芸

の
ふ
る
さ
と
」

の
指
定

を
受
け
た

の
を
き

っ
か
け
に
、
町
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な

っ

て
、
文
芸
と
と
も

に
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
町
内

の
民
俗
芸
能

の
掘
り
起

こ
し
事
業
が
は
じ
ま

っ
た
..
そ

の
成
果
に
よ
り
、
同
充
十
四
年
十

一
月

に
第

一
回

「
ふ
る
さ
と
民
俗
芸
能

の
つ
ど

い
」

(同
五
卜

⊥ハ
年

の
第

三
回
か
ら
は

「民
俗
芸
能
祭
」
)
が
開
か
れ
、
こ
れ
を

発
表

の
場
と
し

て
、
衰
退
し

つ

つ
あ

っ

た
多
く

の
民
俗
芸
能
が
再
興
さ
れ
た
。
町
の
民
俗
芸
能
祭
は
平
成

五
年

の
第

一
五
回
ま

で
毎
年
開
催
さ
れ
、
町
外

か
ら

の
招
待
分
も
含

め
て
延

べ
八
六

団
体
が
出
演
し
た
。

「民
俗
芸
能
祭
」

の
様
子
は
、
そ

の
多

く
が
ビ

デ
オ

テ
ー
プ
な
ど

の
記
録

に
も
残
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
町
教
育
委
員
会

に
よ
る
民
俗
芸
能
掘
り
起

こ
し
事

業
の
過
程

で
、
明
新
の
獅
子
舞

や
大
和
久

の
天
道
念
仏
踊
り
、
根
宿

の
こ
ん
た
ん
踊
り
と

い

っ
た
中
断
し
て

い
た
民
俗
芸
能
が
復
活

・
再
興
す
る
な
ど
、

.
定

の
成
果
を
お
さ
め
た
。
し
か
し
平
成
に
は

い
る
と
、
矢
吹
町
内
で
も
少
子
高
齢
化
な

ど

の
影
響

に
よ
り
各
地
区

で
民
俗
芸
能

の
維
持

・
継
承
が
次
第

に
困
難

に
な
り
、

い
っ
た
ん
は
再
興
し
た
民
俗
芸
能
が
再
び
中
断
の
危
機

に
追

い
こ
ま
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第八章 民俗芸能

【表1】 民俗芸能祭開催一覧表

開催年月日 開催場所 演 目

第1回 「ふ る さと民 昭和54年 矢吹町民 田内の天王祭太鼓/原 宿の二十三夜念仏太
俗芸能のつどい」 11月ll日 体育館 鼓/万 才/中 畑の土掲き歌/大 和久の天道念

仏踊り

第2回 「ふるさと民 昭和55年 矢吹町民 原宿の熊野講/大 和久の天道念仏踊 り/三 城
俗芸能のつどい」 ll月9日 体育館 目平鍬踊 り/根 宿のおみ しゃく/も ぐらぶち

(むぐらぶち)/矢 吹の祭 りばや し

第3回 「矢吹町民俗 昭和56年 善郷小学校 根宿の天王祭太鼓/中 畑の祈祷念仏/三 城 目
芸能祭」 Il月8日 体育館 の歌念仏踊 り/大 和久の天道念仏踊 り/根 宿

のねむた流 し/三 城目の獅子舞 ・平鍬踊 り/
須釜の念仏踊 り(玉 川村)

第4回 「矢吹町民俗 昭和57年 矢吹町 神田の田うない踊 り/神 田のす もう踊 り/中
芸能祭」 Il月7日 中央公民館 畑の万才/石 井の七福神(二 本松市)/三 城

目のお天念仏/須 乗の稲虫送り/中 畑の山歌
(草刈歌)/羽 鳥の長持歌/矢 吹の馬喰節/
明新の熊野講

第5回 「矢吹町民俗 昭和58年 矢吹町 松倉のすもう太鼓/大 和久の天道念仏踊 り/
芸能祭」 9月25日 中央公民館 明新の獅子舞/駒 形の念仏太鼓(平 田村)/

神田の神事太鼓/根 宿の盆踊り/田 内の盆踊
り/神 田の はね っ こ踊 り

第6回 「矢吹町民俗 昭和59年 二区 原宿の熊野講/松 倉のむじな打ち/明 新の獅
芸能祭」 9月30日 お祭 り広場 子舞/根 宿 のこんたん踊 り/原 宿 の土突 き

歌/大 和久の天道念仏踊 り/二 区の祭 り難
子/安 佐野の会津万才(郡 山市)

第7回 「矢吹町民俗 昭和60年 矢吹町 神田の田うない踊 り/神 田のす もう踊 り/田
芸能祭」 9月15口 中央公民館広場 内の天王祭太鼓/苅 宿の鹿無(浪 江町)/原

宿の:十 三夜 念仏太鼓/明 新の獅子舞/三 城
目の獅子舞 ・平鍬踊 り/原 宿の熊野講

第8回 「矢吹町民俗 昭和61年 矢吹町 矢吹の祭り離 子/ぶ ち合わせ太鼓/比 曽の三
芸能祭」 9月28日 中央公民館広場 匹獅F舞(飯 館村)/二 区の盆踊 り/根 宿の

はね っこ踊 り

第9回 「矢吹町民俗 昭和62年 矢吹町 中畑の会津万才/三 城目のお天念仏/松 倉の
芸能祭」 11月1日 中央公民館広場 すもう太鼓/古 寺山の自奉楽/五 区の盆踊 り

第10回 「矢吹町民俗 昭和63年 矢吹町 三城 目のす もう甚句/中 畑 の山唄(草 刈

芸能祭」 10月30日 中央公民館 唄)/矢 吹の馬喰節/三 神音頭/中 畑小唄/
大 ホー ル 矢吹音頭/北 須 釜獅子舞 ・」F鍬踊 り(玉 川

村)/大 和久の天道念仏踊 り/根 宿のこんた
ん踊り/明 新 の獅予舞

第11回 「矢吹町民俗 平成元年 矢吹町 お天念仏/一 区祭 り離子/関 辺のさんじもさ

芸能祭」 10月29口 中央公民館広場 踊 り/二 区 祭 り離 」㌃/三 城Fl獅 子 舞 ・平鍬 踊
り/北 陵太鼓

第12回 「矢吹町民俗 平成2年 中畑(原 宿) ぶち合わせ太鼓/北 陵太鼓/原 宿二 卜三夜講

芸能祭」 7月23日 正福寺境内

第13回 「矢吹町民俗 平成3年 大和久 大和久の天道念仏踊 り/北 陵太鼓/一 区祭り
芸能祭」 7月25日 日吉神社境内 灘子

第14回 「矢吹町民俗 平成5年 寺内 寺内の数珠繰 り
芸能祭」 2月6日 阿弥陀堂

第15回 「矢吹町民俗 平成5年 根宿 根宿の天王祭太鼓
芸能祭」 7月14日 八幡様境内
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れ
て

い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

な
お
、

一
五
回
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
矢
吹
町
民
俗
芸
能
祭

演

団
体
な
ど
は
表
1

の
と
お
り

で
あ

る
。

(第

一
、

二

回
は

「
ふ

る
さ

と

民

俗

芸

能

の

つ
ど

い
」
)

の
開

催

時
期

、

場

所
、

出

第二節 三城目の獅子舞 と平鍬踊 り

第

二
節

三
城
目

の
獅
子
舞
と
平
鍬
踊
り

こ

れ

い

し

　
ゴ

ま

い

へ

と

三
城
目
で
は
数
年
に

一
度
、
御
霊
神
社

の
秋
祭
り
の
日
に
、
獅
子
舞
と
平
鍬
踊
り
が

踊
ら
れ
る
。
御
霊
神
社

の
秋
祭
り
は
、
も
と
は
旧
暦
九
月
九

日
で
あ

っ
た
が
、
昭
和

三

十
年
代
か
ら
新
暦
十
月
二
日
に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
近
年

は
十
月
第

一
日
曜
日
と
な

っ

て
い
る
。

獅
子
舞
と
平
鍬
踊
り
は
、
豊
作

の
年

に
か
ぎ

っ
て
お
こ
な
う

の
が
な
ら
わ
し
で
、
そ

の
年
に
お
こ
な
う
か
ど
う
か
は
事
前

に
地
区
内
で
相
談
し
て
決
め

て
い
る
。
平
成
十

五

年
度
は
、
記
録
映
像

の
制
作
を

か
ね

て
十
月
五
日

の
日
曜

日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

獅
子
舞
も
平
鍬
踊
り
も
、
と
も

に
三
城
目
地
区
全
体
で
継
承
し

て
き
た
も
の
で
、
毎

回
、
区
長

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
昭
和
三
十

一
年

に
、
区
長
が
奉
納

の
年

ご
と
に
交
替
す

る
と
保
存
と
継
承
に
困
難
を
き
た
す
と
の
理
由
か
ら
、
当
時
の
区
長
と

三
神
村
長

ら
が
発
起
人
と
な

っ
て
保
存
会

の
鎌
倉
会
が
結
成
さ
れ
、
現
在
に

い
た

っ
て

カ
ま
く
ら
こ
ん

ご

ろ
う
か
げ
ま
さ

い
る
。
な
お
、
「
鎌
倉
会
」

の
名
称
は
御
霊
神
社

の
祭
神

で
あ
る
鎌
倉
権

五
郎
景
政

に

【写 真1】 三城 目獅子舞
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第八章 ±ヒムヒ
民 俗 ムー月ヒ

ち

な
む

も

の

で
あ

る

。

一

三
城
目
の
獅
子
舞

三
城
目
の
獅
子
舞

に
は
次

の
よ
う
な

い
い
伝
え
が
残
る
。
延
享

元
年

(
一

由
来

と
伝
承

・
い
「'蓄

・

七
四
四
)

に
景

政

寺

の
住
職
と
な
り

、
明
和

七
年

二

七
七
〇
)

に
亡

さ
か
ら

く
な

っ
た
祐
伝
上
人
が
、
当
時
村
内

の
相
楽
家
か
ら
御
霊
神
社

に
奉
納
さ
れ
て
あ

っ
た
、二
つ

が
し
ら

の
獅
子

頭

を
み
て
、
獅
子
舞
を

つ
く
る
こ
と
を
思

い
つ
き
、
振
り

つ
け
、
太
鼓
、
歌
な
ど

の
す

べ
て
を
ま
と
め

て
こ
れ
を
村
人

に
教
え
、
長
く
後

世
に
残
す
よ
う
遺
言
し
て
亡
く
な

っ

た
と

い
う
。
獅
子
舞

の
す
べ
て
が
祐
伝
上
人

の
創
作
で
あ

っ
た
と
は
考
え
に
く

い
が
、
当
地

は
じ
め
県
南
地

方
に
獅
子
舞
が
伝
え

ら
れ
た
と
み

ら
れ
る
の
が
ち

ょ
う
ど

こ
の
こ
ろ

で
あ

り
、
当

地

へ
の
獅
子
舞

の
普
及
、
定
着

に
あ
た

っ
て
祐
伝
上
人
が
な
ん
ら
か
の
指
導
的
立
場

を
果
た
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
景
政
寺

の
参
道
入
口
に
は
、

こ
の
祐
伝
上
人
の
供
養
碑
が

あ
り
、
亡
く
な

っ
た
と
さ
れ
る
明
和
七
年
九
月
卜
六
日
の
日
付
が
み
え
る
。

獅
子
頭
は
相
楽
家
が
御
霊
神
社

に
奉
納
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
獅
子
頭
が

い

つ
ど
こ
で
購
入
さ
れ
た
も
の
か
な
ど
は
、

一
切
伝
わ

っ
て

い
な

い
。
子
ど
も

が
被

る
小
さ
な

た

ろ

う

し

し

し

ろ
う

し

し

お

じ

し

も

の
で
、
材
料
は
桐
で
あ
る
。
太
郎
獅
子
と
次
郎
獅
子
の
二
つ
の
雄
獅
子
は
頭
に
長

い
角
二
本
と
、

子
よ
り
全
体
的

に
小
さ
く
頭
の
真

ん
中

に
角
が

一
本
と

、

記

『屑
篭
第
七
集

千
両
箱

』
に
よ
る
と
、
明
治
の
は
じ
め

に
同
氏

の
祖
父
が
漆
を
塗
り
か
え
、

【写真2】三城目獅子舞 右:次 郎獅子 中:雌 獅子 左:太 郎獅子

め

じ

し

 こ
ぶ
状

の
突
起
が
三
〇
個
あ

る
。
雌
獅
子
は
雄
獅

や
は
り

こ
ぶ
状
の
突
起
が
三

〇
個

つ
い
て

い
る
。
相
楽
家

の
当
主

で
あ

っ
た
故

・
眞

一
の
手

そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年

に
同
氏
が
会
津
若
松
市

の
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第二節 三城目の獅一∫・舞と平鍬踊 り

田
代
漆
器
店
に
依

頼
し
て
再
度
塗
り
か
え
を

し
た
と

い
う
。
す
で
に
二
百
数
十
年
が
経
過
し
て
い
る
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
現
在
も
光
沢
が
鮮

や
か

で

あ

る
。

獅
子
役
は
太
郎
獅

子
、
次
郎
獅
子
、
雌
獅
子
と
も

に
、
地
区
内
の

一
二
、
三
歳

の
長
男
と
決
ま

っ
て
い
る
が
、
地
区
内

に
あ

役
名
と
衣
裳

・
道
具

る
三

つ
の
寺
院
の
檀
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
名
ず

つ
を
総
区
長
と
、
獅
子
舞
と
平
鍬
踊
り

の
保
存
団
体

で
あ
る
鎌
倉
会

の
会
長

が
選
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
三
城
目
は
大
き
な
集
落

(平
成

十
五
年
現
在

の
世
帯
数

二
六
四
戸
)
で
あ
り
、
数
年

に

一
度
し
か
お
こ
な
わ
れ
ず
、

か

つ
長
男

に
か
ぎ
ら
れ
る
た
め
、
同
世
代
の
男
子

の
中

で
獅
子
役

に
指
名
さ
れ
る
こ
と
は
名
誉
な

こ
と
と
さ
れ
て
き

た
。

あ

わ

せ

て

っ

ニ

つ

へ

そ

く

獅
子
役

は
獅
子
頭
を
被
り
、
長
袖

の

袷

に

モ
ン
ペ
を
は
き

、
手

甲
を

し
て
、
太
鼓
を

つ
け
、
後
ろ
腰
に
幣
束
二
本
を
さ
す
。

さ
ら
に
雄
獅
子
は
黄

色

、
雌
獅
子
は
赤
の
た
す
き
を
か
け
る
。

離
子
方

は
獅
子
舞
と
平
鍬
踊
り
が
続
け
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
、
共
通

で
あ

る
。
笛
と
歌

い
手
が
あ
わ
せ

て
数
名

で
、
羽
織
袴

で
白
扇
子
を
持

つ
。

か
ね

な

お
、

か

つ

て
は

鉦
き

り

と

さ

さ

ら

す

り
も

つ

い
た

と

い
う

。

ち

ぴ
う

ニ

う

じ

し

な
う

け

ん

し

祭
日
の
朝
、
常
宿
と
な

っ
て

い
る
相
楽
家
で
身
支
度
を

し
て
か
ら
舞

い
は
じ
め
、
御
霊
神
社
、
景
政
寺

、

澄

江
寺
、

城

見
寺
、
神

次
第
と
演
目

は
た
(
・

官
宅
の
庭

の
ほ
か
、
地

区
内

の
小
祠

や

「旗
杭
」

(
の
ぼ
り
が
凱

て
ら
れ
る
集
落
内

の
要
所
)
と
よ
ば

れ
る
場
所

な
ど

、

一
二
か
所

を

ほ
ぼ

一
日
が
か
り
で
巡

っ
て
各
所

で
舞

い
、
最
後

に
再
び
相
楽
家
に
戻

っ
て
舞

い
納
め
と
な
る
。
な
お
、
各
所
で
は
必
ず
獅
子
舞
、
平
鍬
踊
り
の
順

で
演

じ
ら
れ
る
。

平
成
十

五
年
は
レ
月
五
日
に
、
お
お
む
ね
次

の
順
路

で
地
区
内

三
.一か
所
を
回

っ
て
演
じ
ら
れ
た
。

午
前
⊥
ハ
時

相
楽
家

に
集
合

午
前
七
時

相
楽
家

の
庭

午
前

八
時

御
霊
神
社

午
前
九
時

景
政
寺
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第八章 民俗芸能

以
前
は
前

日
の
夕
方

に
宿

の
相
楽
家

で

舞
は
次

の

=
二
の
演

目
で
構
成
さ
れ
る

午
前
十
時

午
前
十

一
時

午
前
十

一
時
半

午
後
零
時

午
後
零
時
半

午
後

一
時

午
後

一
時
半

午
後

二
時
半

午
後
三
時
半

午
後
四
時

午
後
五
時

午
後
五
時
半

な
お
、

①
行
進

(上
り
)

②
拝
礼

の
舞

③
立
ち
上
が
り

の
舞

④
岡
崎

の
舞

⑤
足
踏
み

の
舞

神
官
宅

(赤
塚
家
)
の
庭

澄
江
寺

中
町

(も
と

の
旗
杭

)

横

石

(旗
杭
)

集
落
セ

ン
タ
ー

昼
食

西
原
公
民
館

寺

の
前

(旗
杭
)

下
町

の
郵
便
局
前

(旗
杭
)

城
見
寺

相
楽
家

の
庭なお
ら
い

笠

抜

き

(直

会

)

「笠

揃

い
」

と

い

っ
て

一
庭

舞

い
、

(平

成

十

五
年

度

)
。

当

日
は
御
霊
神
社
か
ら
舞

い
は
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。

区
長
、
警
護
、
喘
子
方

・
歌
、
師
匠

、
役
員

の
順

で
列
を
組

み
、
道
中
難
子
に

つ
れ
て
進
む
。

太
郎
獅
子
と
次
郎
獅
子

の
、
一人
の
う

し
ろ
に
雌
獅
子
が
立
ち

、
拝
礼
す
る
。

そ

の
ま
ま
立
ち
上

が
る
。

雌
獅
子
を
中
心

に
し
て
、
横

一
列
に
並
び
、
前
後
左
右
に
進

み
な
が
ら
舞
う
。

足
踏
み
を
す
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
す

る
。
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⑥

千
鳥

の
舞

⑦

大
岡
崎

の
舞

⑧

歌
入
り

の
舞

⑨

御
幣

の
舞

⑩

ど

つ
こ

い
ま
か
せ

⑪
入
れ
違

い
の
舞

⑫
京
か
ら
下
り

⑬
「
り

以
上

の
演
目
が

=
二
か
所
そ
れ
ぞ
れ
で

一
通
り
演
じ
ら
れ
、

こ
の
う
ち
、
「
歌

い
り

の
舞
」

相
楽
家

(舞
初
め
)

こ
の
獅
子
は
相
楽

の
氏
よ
り
納
め
お
き

末

の
世
ま
で
も

民
そ
よ
ろ
こ
ぶ

民
そ
よ
ろ
こ
べ

神
社こ

の
森

に
誰
が
住
む
や
ら
鈴

の
音

誰
が
住
む
ま

で
御
神
楽

ぞ
住
む

御
神
楽
ぞ
住
む

大
門

に
大
旗
小
旗

立
て
並

べ

神
に
瑞
し
き
綾

の
幕
張
り

綾

の
幕
張
り

景
政
寺

こ
の
獅
子
は
祐
伝
閑
居
の
お
作

に
て

末
の
世
ま

で
も
氏
子
よ
ろ
こ
ぶ

氏
子
よ
ろ
こ
ぶ

澄
江
寺

太
郎
獅
子
、
次
郎
獅
子
、
雌
獅
子

の
順
で
、
千
鳥
足

で
舞
う
。

ば
ち
を
頭

の
左
右
に
あ

て
、
大
き
く
体
を
揺
ら
す
。

ば
ち
を
右
か
ら
左

へ
、
次

に
左
か
ら
右

へ
振
り
、
太
鼓
を
打

つ
。

雌
獅
子

が
幣
束
を
両
手

に
と

っ
て
掲
げ
、
足
も

上
下
さ
せ

て
舞
う
。

雌
獅
子
奪

い
の

一
種

で
、
ま
ず
次
郎
と
雌
獅
子
が
向
き
あ

っ
て
腰
を
落
と
し
て
太
鼓
を
打

っ
て

い
る
回
り
を
、

巡
る
。
次

に
、
太
郎
獅
子
と
雌
獅
子
が
向
き
あ

い
、
そ
の
回
り
を
次
郎
獅
子

が
巡

る
。

太
郎
獅

子

・
次
郎
獅
子
と
雌
獅
子
が
入
れ
違

い
に
な

っ
て
舞
う
。

太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
足
を
交

互
に
前

に
出
し
て
は
、
飛
び
あ
が
る
。

舞

い
な
が
ら
次

の
道
行

の
列
に
な
り
、
道
中
嗜
子
に

つ
れ
て
次

の
舞
庭
に
向

か
う
。

約

三
〇
分
を
要
す
る
。

の
部
分
に
歌
が
は

い
る
が
、
五
七
五
調

で
、
お

こ
な
わ
れ
る
場
所

に
よ

っ
て
次

の
よ
う

に
歌
詞
も
か
わ
る
。

太
郎
が

699



第八章 民俗芸能

十
里
馬
場
七
里
き
だ
は
し
打
ち
登
り

寺

へ
参
る
も
末

の
世

の
た
め

末

の
世
の
た
め

神
官
宅

こ
の
酒
を
な

ん
と
呑
ん
だ
よ
連
れ
の
衆

都
下
り

の
加
賀

の
菊
酒

加
賀

の
菊
酒

区
長
宅

庄
屋
さ
ま
も
と
を
繁
昌
と
見
申

せ
ば

八
郷
八
村
の
司
め
さ

る
る

司
め
さ
る
る

旗
杭磐

石
の
岩
は
く
ず
れ

て
か
か
る
と
も

心
静
か
に
あ
そ
べ
わ
が

つ
れ

あ
そ
べ
わ
が

つ
れ

城
見
寺

十
七
は
し
だ
れ
桜
を
ひ
き
止

め
て

こ
れ
に
宿
れ
や
十

五
夜

の
月

L「
五
夜

の
月

明
武
様

朝

日
さ

し
夕
日
輝
く
明
武
様

諸
願
成
就

の
獅
子
を
あ
げ
ま
す

獅
子
を
あ
げ
ま
す

相
楽
家

(舞

い
納
め
)

こ
の
庭
は
遊
び
か
ら
し
た
庭
な
れ
ど

し
で
が
こ
ぼ
れ

て
ば
ち
に
か
ら
ま

る

ば
ち
に
か
ら
ま

る

こ
の
獅
子
は
相
楽
の
氏

へ
と
納
め
お
き

末

の
世
ま

で
氏
子
よ
ろ
こ
ぶ

氏
子
よ
ろ
こ
ぶ

二

三

城

目

の

平

鍬

踊

り

平
鍬
踊
り
は
、
県
内
で
は
当
地
の
ほ
か
石
川
郡
な
ど
中
通
り
南
部

に
伝
わ
る
田
楽
系

の
芸
能
で
あ
る
。

三
城
目

で
は
、
獅
子
舞
と
と

由
来
と
伝
承

,
、

も
に
数
年

に

一
度
、
豊
作

の
年

に
か
ぎ

っ
て
お
こ
な
わ

れ
、
必
ず
獅
子
舞
、
平
鍬
踊
り

の
順
で
、
姉
に
な

っ
て
踊
ら
れ
る
。
こ
の
よ
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う
に
、
県
内

で
平
鍬
踊
り
を
伝
え

る
と

こ
ろ
の
多

く
で
は
獅
子
舞
と
対

に
な

っ
て
踊
ら
れ
て
い
る
が
、
風
流
系

の
芸
能

で
あ
る
獅
子
舞
と

は
系
統
が
異

な
る
。

カ

イコ　ぽ

ニ

三
城
目
の
平
鍬
踊
り
は
、
二
、
三
〇
名

の
青
年
男
女
が
笠
鉾
を
中
心
と
し
て
列
を
な

し
、
平
鍬
と
古
銭
を

た
た
き
な
が
ら
踊
る
も

の
で
あ
る
。

伝
来
時
期

は
明
ら
か

で
は
な

い
が
、
伝
承

に
よ
る
と
永
保

元
年

(
一
〇
八

一
)
の
後

三
年

の
役

で
、
御
霊
神
社

の
祭
神
と
な

っ
た
鎌
倉
権

五
郎
景
政

が
八
幡
太
郎
義
家

に
従

い
、
奥
州
清
原

一
族

の
討
伐

で
の
戦
功
に
よ
り
常
陸
四
郡
を
賜
り

、

鎌
田

の
城
に
は

い
っ
た
と
き
に
、
農
民

た
ち
が
新
し

い
領
主
の
凱
旋
を
祝

っ
て
歓
迎
の
た

め
鍬
を
た
た

い
て
踊

っ
た

の
が
発
祥
で
あ

る
と

い
う
。

仮

に
こ
の
伝
承

の
と
お
り
だ
と
す
る
と
、
獅
子
舞
よ
り
は
る
か

に
古

い
時
代
か
ら
の
芸

能
と

い
う
こ
と

に
な
る
が
、
当
地
の
平
鍬
踊
り
と
同
系
統
で
あ

る
石
川
郡
玉
川
村
竜
崎

の

平
鍬
踊
り
が
文
保

二
年

(
二
二
一
八
)
か
ら
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
か
は
、
同
村
北
須
釜

の
白

鍬
踊
り
が
寛
永
十

六
年

(
一
六
三
九
)
か
ら
、
須
賀
川
市
上
小
山

田
の
占
寺
山
肛
奉
楽

が

宝
暦

二
年

(
一
七

五
二
)
か
ら
、
同
市

雨
田
の
自
奉
楽
が
占r
保
.
一年

(
.
ヒ

一
七
)
か
ら

と
、

い
ず
れ
も
江

戸
時
代
以
降
に
は
じ
ま

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
景
政
寺
や

御
霊
神
社
に
ま

つ
わ

る
鎌
倉
権
五
郎
景
政
の
伝
説
が
、
お
そ
ら
く
江

戸
時
代
以
降
に
当
地

目三
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【写真4】 平鍬(表)

【写真5】 平鍬(裏)

霧

父

懸

ぼ
ま

の

り

は

か
ま

き

ゃ

は

ん

子
が
あ
た

る
が
、
ほ
か
は
女
子
も
加
わ

る
。
衣
裳
は
、
袷

に
馬
乗

袴

を
は
き
、
手

甲
、
脚
絆
、

白

足
袋

、
草
鮭
履
き

で
、
白
鉢
巻

に
白

の
両
た
す
き
を
し
め
る
。
女
子

の
袷
は
紫
色

の
も

の
を
着

は

し

ょ

も

も

ひ
き

ち

ゅ

つ
ま

る
。
笠
鉾
持
ち
だ
け
は
袷

の
尻
を
端
折
り
、
股
引
と
中
歯

の
高

下
駄
を
は
く
。
ま
た
、
笠
鉾
は
長

あ
ん
と
ん

さ

ニ

メ

ー

ト

ル

の
竹

に
紅

白

の
布

を

巻

き

、

先

端

に

ヨ
シ

の
穂

と

造

花

を

さ

し

、

ら

に

そ

の

下

に
直

径

一

・
五

メ

ー
ト

ル

の
竹

の
輪

を

つ
け

、
周

囲

に
幅

四

六
修

層

の
布

を

さ

げ

た

も

の
で
あ

る
。

て

ん

ぽ

つ
お
　ん

踊
り
子

は
左
手
に
平
鍬
、
右
手

に
天
保
銭
を
持

つ
。
平
鍬
は
金
属

の
部
分
を
色
紙

で
飾
り
、

あ
る
。
ま
た
、
踊
り
子
は
竹
を

三
本

に
割

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
造
花
を

つ
け
た
花
を
背
負
う
。

囎
子
方

は
獅
子
舞
と
共
通
で
あ

る
が
、
笛
五
名
ほ
ど
と
歌

い
手
が
三
名
ほ
ど

で
、

獅
子
舞
と

同
様

に
、
常
宿

の
相

楽
家

で
衣
裳
を
整
え
、
「
笠
揃

い
」
と

い
っ
て
こ

こ
で

.

次
第
と
演
目

難
子
方
な
ど
と
行
列
を
組
ん
で
、
御
霊
神
社
、
景
政
寺
、
澄
江
寺
、

戻

っ
て

「笠
抜
き
」
と
な
る
。

6
夢

該

ジ

。

窒

㌔o響
【写真6】天保銭

 

そ
の
ド
に
行
灯
状

の
箱
を

つ
け

て

「
五
穀
豊
穣
」
な
ど
と
書
き
、
さ

そ

の
真
ん
中
に
三
日
月
と
太
陽
の
模
様
を
あ
し
ら

っ
て

各
自
羽
織
袴
で
白
扇
子
を
持

つ
。

庭
舞

っ
た
後
、
総
区
長
、
警
護

、
獅
子
、

城
見
寺
な
ど
地
区
内
各
所
を
巡

っ
て
踊
り
、
最
後

に
相
楽
家
に
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演
目
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

①

ヒ
ャ
イ
ヒ
ャ
イ
ト

ロ
リ

(笛
か
ら
の
名
称
)

笠
鉾
を
先
頭
に
、
踊
り
子
が

一
列

に
な

っ
て
獅
子
舞
と

い
れ
か
わ
り
に
舞
庭
に
は

い
り
、
輪

に
な
る

(相
楽
家

の
庭
で
は
横

一
列
)
。

踊
り
子

の
先
頭
を

一
鐘

(
い
ち
か
ね
)
、
最
後
尾
を
尻
鐘

(し

っ
か
ね
)
と

い
う
。

②
弓
引
き

笠
鉾
が
踊
り
子
の
輪

に
は

い
る
。
踊
り
子
は
前
か
が
み
に
な
り
、
右
足
を
う

し
ろ
に
、
左
足
を
前

に
し

て
左
ひ
じ
を
左

足
の
ひ
ざ

に

つ
け
、
右
手
で
弓
を

ひ
き
矢
を
放

つ
よ
う

な
所
作
を
す
る
。

③
三

つ
拍
子

踊
り
子
は
立
ち
あ
が
り
、
鍬
を
強
く
打
ち
、
次
に
鍬
を
右

に
ひ
き
寄
せ
、
さ
ら
に
左
足
を
折

っ
て
中
腰

に
な
り
、
鍬
を
左
右

に
二

回
振
り
、
う
し
ろ
に
さ
が
る
。

④
潮
来
さ

(歌
詞
か
ら
の
名
称
)

鍬
を
右
足
と
同
時
に
前
に
突
き
出

し
、
鍬
を
左
右

に
振
り
な
が
ら
左
足
で
う

し
ろ
に
さ
が
る
。
次
に
両
手
を
大
き
く
開
き
、
さ
ら

に
左

足
を
踏
む
と
同
時
に
前

か
が
み
に
な

っ
て
鍬
を
た
た
く
。

⑤

四

つ
拍
子

笛

の
み
に
よ

る
。

⑥
ト
オ

ヒ
ャ
ロ
ヒ

ャ
ラ

ァ
ロ

「弓
引
き
」
と
同
じ
所
作

の
後
、
左
足
を
折
り
、
鍬
を
腰

に
右
手
を
ひ

い
て
は
、
前
か
が
み

に
な

っ
て
鍬
を
た
た
く
こ
と
を
繰
り

返
す
。

⑦

し
も

べ

歌
が
終

っ
て
か
ら
、
笠
鉾
を
先
頭
に

一
列

に
な

っ
て
退
場
す

る
。

「し
も

べ
」
は
し
ま

い
の
意
と

い
う
。

な
お
、
「弓
引
き
」
と

「
潮
来

さ
」

の
部
分

に
、
離
子
方

に
よ
る
歌
が
は

い
る
。

歌
詞
は
次

の
と
お
り
で
あ

る
。

弓
引
き
八
溝
通
れ
ば
雨
降
り
か
か
る

雨
じ

ゃ
な

い
も

の

つ
よ
し
ち
さ
ま
よ
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第八章 民俗芸能

潮
来
さ

ま

こ
も

潮
来
サ
出
島

の
よ
れ
葉

の
真
菰

真
菰
さ
よ
ら
ね
ば

や
れ
み
も

よ
ら
ぬ

そ
さ
ま

サ
前
髪
取
ら
し

ゃ
る
な
ら
ば

わ
し
も
取
り
ま
す

や
れ

振
り
袖
を

こ
の
う
ち
、

「潮
来

サ
出
島

の
～
」

の
部
分
は
、
茨
城
県
潮
来
地
方
発

祥

の
民
謡

「潮
来
出
島
」

の

「
潮
来

出
島

の
真
菰

の
な
か
で

あ

や
め
咲

く
と
は
し
ほ
ら
し
や
」

の

一
節
と
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
後

に
江

戸
な
ど
で
俗
謡
と
し

て
広
く
歌
わ
れ
て

い
た
も

の
が
、
平
鍬
踊
り

の
歌
詞

に
織
り
交

ぜ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
現
在
は
歌
わ
れ
な

い
が
、

こ
の
後
に
続
く
歌
詞
も
あ

る
。
歌
詞

は
も
と
も
と

口
伝

に
よ

っ
て

い
た
た

め
、
伝
え
る
人
に
よ

っ
て
多
少
内
容

が
異
な
る
が
、
伝
承
団
体
で
あ

る
鎌
倉
会

で
書
き
残
し
伝
え
ら
れ

て
い
る

続
き

の
部
分
は
、
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

お
江
戸

二
丁
目
の
糸
屋
の
娘

姉

の
三
七

(
さ
ん
し
ち
)

妹

の

二
八

(
に
は
ち
)

二
八
ほ
し
さ
に
御
良
願

(ご
り

ょ
う
が
ん
)
か
け
た

か
け
た
良

願
叶
わ
ぬ
時
に

ゃ

伊
勢

に
七
度

(な
な
ど
)
熊
野
に
三
度

(
さ
ん
ど
)

そ
れ
で
も

【図1】 三城 目獅子 舞 と平鍬踊 りの移動経路(平 成[5年 度)
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第二節 三城目の獅子舞と平鍬踊 り

御
良
願

叶
わ
ぬ
時
に

ゃ

前

の
小
川

に
わ
が
身
を
捨

て

三
十
三
し
ろ
の
大
蛇
と
な
り

て

富
士

の
お
山
を
七
ま
き

八
ま
き

「
三
七
」

と
は
二

一
歳

の
こ
と
、
「
二
八
」
と

は

一
六
歳

の
こ
と

で
あ

る
。
な
お
、

「大
蛇
と
な
り

て
」
と

い

っ
た
歌
詞

に
つ
い
て
、
故

・
相
楽
眞

一

む

オ

め

と

つ
ヒ

よ

タ

じ

は

『
屑
篭
第
七
集

千
両
箱
』
の
中

で
、
歌
舞
伎
で
名
高

い

「
娘

道

成

寺
」

の
清
姫
か
ら

つ
く
ら
れ
た
も

の
で
は
な

い
か
と
述
べ
て

い
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
江
戸
時
代

の
流
行
歌
や
歌
舞
伎
な
ど

の
物
語

の
要
素

が
と
り

こ
ま
れ
て
お
り
、
伊
勢
や
熊
野

の
参
詣
と

い

っ
た
当
時

の
人
々
の
交
流
を
偲
ば

せ
る
。

いち
か
ね

し
っか
ね

な
お
、
平
鍬
踊
り
は

一
庭
踊
る
の
に
、
お
よ
そ

一
〇
分
を
要
す

る
が
、
踊
り
手

の
中
の

「
一
鐘
」
と

「
尻
鐘
」

が
号
令
役

で
、

一
つ
の
踊
り

の
区
切

り
ご
と
に

一
鐘

が

「う
ん
さ
あ
」
と
掛
け
声
を
か
け
、
尻
鐘
が

「ひ
が
よ

い
と
う
と
う
と
う
」
と
号
令
を
か
け

る
と
、
次

の
踊
り
に
移
行
す

る
こ
と
に

な

っ
て
お
り
、
こ
の
号
令
次
第
で
長
く
も
短
く
も
な
る
。
ま
た

、
踊
り
が
終
り
に
近
づ
く
と
、
踊
り
手

の
中
か
ら
、

し
ー
も

べ

し
も

べ

し
ま

っ
て
も

い
い
こ
ろ
だ

い
い
こ
ろ
だ

い
い
こ
ろ
だ

○
○
あ

ん
に
ゃ
は
笠
鉾
だ

○
○
あ
ん

に
ゃ
は

一
鐘
だ

0
0
あ

ん
に
ゃ
は
尻
鐘
だ

尻
鐘
だ

尻
鐘
だ

(○
○

に
は
名
前
が
は

い
る
)

と

い
う
よ
う
に
、
終
り

の
号
令

を
待

つ
掛

け
声

が
出

さ
れ
る
。

一
鐘
は
潮
時
を
見
計
ら

っ
て

「
う
ん
さ
あ
」

の
号
令
を

か
け

て
踊
り
は
終
了
す

る
。

こ
の
後
、
獅
子
舞

に
続

い
て

「
下
り
」

の
体
形
を

つ
く
り
、
次

の
舞
庭

へ
と
移
動
す
る
。
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第八章 民俗芸能

第
三
節

明
新
の
獅
子
舞

正
確
な
開
始
時
期
は
明
ら
か

で
は
な

い
が
、
獅
子
頭
や
衣
裳

・
楽
器
な

獅
子
舞
の
由
来

ど
を
保
管
す
る
長
持
の
蓋

の
裏
書

に
、
お
そ
ら
く
獅
子
頭
を
新
調
し
た

と
き

の
も

の
と
思
わ
れ

る
関
係
者
や
寄
進
者

の
連
名
と

「
文
久
三
歳
亥
九
月
拾

日
書
之
」

の

記
載
が
あ
る
た
め
、
江

戸
末
期

の
文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
よ
り
以
前

で
あ

る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
な
お
、
現
在
も
残

っ
て
い
る
三
体

の
獅
子
頭
は
当
時
か
ら
の
も

の
で
、
県
内
で
は

は
り

こ

珍
し

い
張
子
の
獅
子
頭

で
あ
る
。

明
新

の
地
名
は
、
明
治
十
九
年

(
一
八
八
六
)

に
明

岡
村
と

明
岡
新

田
村

が
合
併

し
て
、

明
新
村
と
な

っ
た
こ
と

に
よ
る
。
明
岡
新

田
は
、
寛
永
年
間

(
=

ハ
ニ
四
～
四
三
)
に
中
野

村

の
二
瓶
権
頭
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
、
は
じ
め
は
中
野
新
田
と
称

し
た

が
、
享
保
年
間

(
一

七

一
六

～
三
五
)
ご

ろ
か
ら

明
岡
新

田
と
よ
ば
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

(
『白

河
風
土
記
』
)
。

獅
子
舞
は
明
岡
村

の
鎮
守

で
あ

っ
た
住
吉
神
社

の
旧
暦
九
月
九
日
の
祭
礼

に
、

一
〇
年
あ
る

い
は
二
〇
年

に

一
度
だ
け
奉
納
さ
れ
て
き
た

が
、
明
治
十
九
年
の
二
村

の
合
併
後
は
住
吉
神

社

の
ほ
か
、
明
岡
新

田
村

の
鎮
守
で
あ

っ
た
大
綿
績
神
社

に
も
奉
納
す

る
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
。
た
だ
し
、
先

の
裏
書
に

「新

田
若
衆
中
」

の
寄
進
者
の
連
名
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

と
み
ら
れ
る
。

獅
子
舞
は
、
大
正
七
年
を
最
後

に

い
っ
た

ん
中
断
し
て
し
ま
う

が
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
、

　
【写真7】明新獅子舞の道具類を納めた長持ちの蓋の裏書

 

江

戸
末
期

に
は
す
で
に
二
村
合
同

に
よ
る
獅

子
舞

で
あ

っ
た

地
元

の
有
志

の
問

で
中
断
し
た
獅
子
舞
を
復
活
さ
せ
よ
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第三節 明新の獅子舞

う

と

の
動
き

が
起

き

た

。
獅

子

舞
復

活

に
尽

力

し

た

有

志

の

一
人

で
、
昭

和

五

十

八
年

の

六

五
年

ぶ
り

の
復

活
実

現

の
立

役

者

で
も

あ

る
藤

井

友

治

が

、

『毎

日
新

聞

』

(
昭
和

五
十

八

年

九

月
七

日
付

)

に
寄

せ

た
手

記

に

、
当

時

の
こ

と
を

振

り

返

っ
て
、

次

の
よ
う

に
書

い

て

い
る

。

今

か
ら

三
卜
余
年
も

前

の
こ
と
。
当

時
、
青
年

会
役
員

で
獅
子
舞

の
保
存
と

伝
承

に
若

き
情

熱
を

燃

や
し
、
青
年
会

員

一
丸

と
な

っ
て
練
習

に
打
ち

こ
ん
だ
。
と

こ
ろ
が
折

あ
し
く

、
村

で

…

　

は
新

生
活
運

動
が
唱
え

ら
れ

、
旧
暦
九

月
九
日

の
祭
倒

で
は
時
期

が
遅

い
、
新

暦

の
十

月
.
一日

に
統

一
し
よ
う
と
地
区

民
で
話
し
合

い
が
持

た
れ
た
。

し
か
し
、

「こ
れ
ま

で
通

り
」
と

「改

正
し
た

い
」

と
の
意
見
が
対

立
。
秋
祭
り

が
二
回
行
わ

れ

る
事

態
と

な

っ
た
。

青
年
会

で
は
、
意

見
が

一
本
に
ま
と

ま
る
ま

で
静
観

し
よ
う
と

し

て
い

る
う

ち
、
わ

れ
わ
れ

が
青
年
会

を
退
会
す

る
年
齢

に
な

っ
て
し
ま

い
水

の
あ
わ

に
終

っ
て
し
ま

っ
た
。

度
も

実
現

し
な
け
れ
ば

一
笑

に
ふ
さ
れ

て
し
ま
う

、
と

い
う

先
人
観

が
あ
り
簡

単

に
掘

り
起
し

に
は
気

が
進
ま
な
か

っ
た
。

伝

承
す

る
団
体
が

な

い
。

三
人
や

五
人
の
集
ま

り
で
は
ど

う

に
も

な
ら
な

い
。
地
区

一
丸
と

な

っ
て
事

に
あ
た
ら

な
け
れ
ば

、
成
功
す

る
望

み
は
な

い
。

当
時

の
青

年
会

は
会
員

が
少

な
く

【写真8】明新獅子
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な
り
解
散

、
自
然

消
滅

し
て
し
ま

っ
て

い
る
。
し
か

し
、
何
と

か
掘
り

起

こ
し
た

い
,
ど
う
す

れ

ば
よ

い
か
…

…
。

思
案

を
め
ぐ

ら
せ
た
。

青
年
会

当
時

、

.
緒

に
笛

を
吹
き

太
鼓
を

た
た

い
た
仲
間

に
相
談

し
た
,
何

回
も
話

し
合

っ
た

『価

こ
う

し

て
、

昭

和

五
十

八
年

に
、

よ

う

や

く

復
活

の
動

き

が

現

実

の
も

の
と

な

り

、

同

年

九

類の

た
が
、
翌
年

に
は
ほ
ぼ
確
定

し
た
と

い
う
。
そ
の
後

、
住
吉
神
社
と
大
綿
績
神
社

の
祭
礼
が
新

暦
十
月

二
日
に
近

い
土
曜
日
ま
た
は
口
曜
口
に
お
こ
な
わ
れ
る

の
に
あ
わ
せ
、

ほ
ぼ
毎
年
獅
子
舞
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

平
成

六
年
九
月
十

一
日
に
白
河
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「う

た
と

歴
史

の
み
ち

の
く
絵
巻
」

(第
三
一.一回
福
島
県
芸
術
祭
県
内
地
区
開
幕
行
事

)
、

同
年
十
月

二
日
に
矢
吹

町
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
第
三
九
回
福
島
県
民
俗
芸
能
大
会
な
ど
に
も
出
演
し
た
が
、
地
区
の
児
童
数

の
減
少
な
ど

に

よ
り
次
第

に
実
施
が
困
難

に
な
り
、
平
成
十
年

十
月

四
日
の
住
吉
神
社

・
大
綿
績
神
社
祭
礼
で
奉
納

さ
れ
た
後
は
再
び
中
断
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
た
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だ

し
、
地
区

で
は
条
件

さ
え
整
え
ば
再
度
復
活
で
き

る
よ
う
に
、
獅
子
舞
を
ビ

デ
オ

テ
ー
プ
な
ど

の
記
録

に
と
ど
め
、
獅
子
頭

・
衣
裳

・
太
鼓

・
棒
さ

さ
ら

・
鉦

・
笠
鉾
な
ど
の
道
具

一
式
を
地
区
集
会
所
な
ど
に
保
管

し
て

い
る
。

明
新

の
獅
子
舞
に
は
、
県
内

に
伝
わ
る
ほ
か
の
多
く

の
獅
f
舞
に
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な

い
特
徴
が
あ
り
、
近
接
す
る
三
城

役
名
と
衣
裳

・
道
具

目
の
獅
子
舞
と
比
較
し
て
も
類
似
点
が
少
な
く
、
大
変

に
貴
重
で
あ
る
。
六
五
年

に
お
よ
ぶ
中
断
時
期
が
あ

っ
た
と
は

い
え
、

そ
の
間
も
、
大
正
七
年
ま

で
実
際

に
獅
子
舞
を
演

じ
て
い
た
古
老
の
記
憶
を
も
と

に
青
年
会

員
ら
が
復
元

に
と
り
組
ん
で

い
た

こ
と
か
ら
、
昭
和

五
十

八
年

の
復
活
以
降

の
獅
子
舞

に
は
中
断
前
の
内
容

が
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
さ
れ

て
い
る
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

獅
子
舞

の
踊
り
手
は
三
名

で
あ
る
が
、
こ

の
ほ
か
に
、
す

こ
す
り

.二
名
、
鉦
切
り
数
名
が
踊
り

に
加
わ
り
、
難
子
方
と
し
て
太
鼓

、
一名

、
笛

三
名
、

鈴
数
名
と
、
笠
鉾

一
名

が

つ
き
、
さ
ら
に
御
神
燈
、
大
世
話
人
、
御
幣
持
ち
、
御
神
酒
持
ち

が
各

一
名
、
提
灯
持
ち
数
名
が
行
列

に
加
わ
る
。

ね
ず
み

獅
子

は
、
太
郎
獅
子
と
次
郎
獅
子

の
雄
獅
子
二
名
と
雌
獅
子

で
、

]
○
代
前
半

の
男
子
が
あ
た
る
。
獅
子
頭
を
被
り
、

鼠

色

の
筒
袖

の
着
物

に
野

袴
を
は
き
、
赤
縁
の
白
手
甲
、
白
足
袋
、
草
鮭
履
き

で
、
そ
れ
ぞ
れ
腰

に
鞠
鼓
を

つ
け
る
。

ぞ
う

り

す

こ
す
り
は
小
学
校
高
学
年
く
ら

い
の
主
に
女
子
が
あ
た
り
、
鼠
色

の
長
袖

の
着
物
に
黒
の
袖
な
し
を
着

て
、
白

足
袋
、
麻
草
履
を
は
き

、
水
色

の

鉢

巻
を
し
め
る
。

「す

こ
」

は

「
摺
鼓
」
と
書
く

が
、
長
さ
二

〇
樗
γ

ほ
ど

の
棒

さ
さ
ら

で
、
握

る
部
分
を

除

い
て
刻
み
が

は

い
っ
た
ホ
ウ

の
木

の

「親
」
と
、
竹

の
先
を
細
く
割

っ
た

「
子
」

を
こ
す

る
。

鉦
切
り
も
同
年
代

の
女
子
が
あ
た
る
。
紫

の
着
物

に
名
古
屋
帯
を

し
め
、
赤
縁

の
白
手
甲
、
自
足
袋
に
麻
草
履
を
は
き

、
桃
色

の
鉢
巻
を

し
め

る
。

鉦

は
伏
鉦

で
、
木
槌

で
た
た
く
。

唾
子
方
は
成
人
で
、
羽
織
袴

の
姿
で
あ
る
。
行
列

に
加
わ
る
太
鼓
は
、
獅
子

の
鞠
鼓
と
区
別
し
て
大
太
鼓
と
か
桶
太
鼓
と

い
う
。
笛
は
六
孔

で
あ

る
。

笠
鉾
持
ち
も
成
人
で
あ

る
。
笠
鉾
は
、
高

さ
約

.

.メ
ー
ト

ル
で
、
先

に
籠
を

つ
け
て
小
さ
な
切
り
紙
を

い
れ
、
そ
の
上

に
造
花
を
二
〇
〇
本

ほ
ど
さ

す
。
行
列

の
際
に
御
神
燈
と
大
世
話
人
に
続

く
が
、
舞
庭
に
立
て
て
途
中
か
ら
踊
り
に
も
加
わ

る
。
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第八章 民俗芸能

祭
礼
当

日
は
、
宿
と
し

て
い
る
公

民
館

に
集
ま

っ
て
準
備
を

し
、
整
う
と

次
第
と
演
目

「
笠
揃

い
」
と
し

て
舞
う
。

こ
れ

よ
り
神
社

に
向

か

い
、
境
内
で
舞

っ
た

後

、
宿

に
帰

っ
て

「笠
抜
き
」
と
な
り
、
最
後

に
も
う

一
度
舞

っ
て
終
了
す

る
。

構
成
は
大
き
く
は
、
宮
上
り
、
宮
舞
、
笠
鉾
め
ぐ
り

、
宮

下
り

の
四

つ
に
わ
け

ら
れ

る
が
、

さ
ら
に
細
か
く
は
次

の
二
〇
の
部
分
か
ら
な
る
。

①
宮
上
り

列
を
組

み
、
参
道
を
進
む
道
中
離
子
。

②
ダ

コ
ダ

ン

同
右
。

③

さ
ん
ぎ
り

同
右
。

④
宮
廻
り

社
殿
を

三
回
巡
る
。

⑤
参
拝

⑥
宮

下
り

神
殿
前

か
ら
参
道

口
で
打
ち
終

る
。

⑦

さ
ん
ぎ
り

⑧
ダ

コ
ダ

ン

⑨
居
眠
り

獅
子
が
横

一
列

に
、
そ
の
う

し
ろ
に
す

こ
す
り
と
鉦
切
り
が

や
は
り

横

一
列

に
並

ん
で
正
座
し
、
前
か
が
み
と
な

っ
て
舞
う
。

⑩
ダ

ン
ダ

ン

獅
子
三
匹
、
鉦
切
り
、
す
こ
す
り
。

⑪
太
郎
獅
子

太
郎
獅
子
が
座
り
、
幣
束
と
鈴
を
と

っ
た
後
立

っ
て
舞
う
。

⑫

ト
ー
ト

ノ
メ

再
び
、
全
員

で
舞
う
。

⑬
次
郎
獅
子

次
郎
獅
子
が
幣
束
と
鈴
の
回
り
を
巡

っ
た
後
、
両
手

に
と

っ
て
舞
う
。

㎜
覧

1'惣

礎 属

,瀞
ノ

 

附

糧"

【写真10】明新獅子舞の笠鉾
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第三節 明新の獅子舞

⑭

で
ん
む
く
り

⑮
雌
獅
子

⑯
た
ん
ぜ

い

相
馬

の

⑰
お

ん
つ
あ
ま

⑱
水
車

⑲
岡
崎

⑳
ダ

コ
ダ

ン

全
員

で
舞
う
。

雌
獅
子
が
す
こ
す
り
と
鉦
切
り

の
間
を
抜
け
て
進

み
、

す

こ
す
り
と
鉦
切
り
が
組

に
な

っ
て
踊
る
。

位
置
を
交
換
す

る
。

舞
庭
中
央

に
笠
鉾
を
立
て
、
獅
子
、
鉦
切
り
が
飛
び
跳
ね

る
よ
う
に
し
て
踊
る
。

笠
鉾
を
中
心

に
し
て
、
輪
を

つ
く
り
、
回
り
な
が
ら
踊
る
。

笠
鉾
を
中
心

に
し
て
獅
子
、
鉦
切
り
、
す
こ
す
り

が
輪

に
な

っ
て
踊
る
。

持
ち
は
、
笠
鉾
を
振

っ
て
紙
切
れ
を
散
ら
す

。

輪

に
な

っ
て
舞

っ
た
後

退
場
す

る
。

笠
鉾

こ
の
よ
う

に
明
新

の
獅
子
舞

は
、
三
匹

の
獅
子
に
す

こ
す
り
と
鉦
切
り
が
か
ら
む
独
特

の
構
成
を
有

し
て

い
る
。
ま
た
、
途
中
か
ら
笠
鉾
が
加
わ
り
、
獅

子
、
す
こ
す
り
、
鉦
切
り

が
笠
鉾

の
回
り
を
巡
り

な
が
ら
踊

る
の
も
、
他
地
域

の
獅
子
舞

に
は
な

い
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
踊
り
も
素
朴
な
も

の
で
あ
り

、

旋
律
も
比
較
的
単
調
で
あ
る
。

こ
う

し
た
特
徴
が
ど

の
地
方
か
ら

の
影
響

に
よ
る
も

の
か
、
ど
の
よ
う

な
経
路

で
伝
え
ら
れ
た

の
か
な
ど
は
ま

っ
た
く
わ
か

っ
て

い
な

い
。

た
だ

、

近
接
す

る
三
城
目

の
獅
子
舞

や
、
阿
武
隈
川

の
対
岸

の
石
川
郡
内

に
伝
わ
る
三
匹
獅
子
舞

の
多

く
が
、
県
内

で
は
中
通
り
地
方
南
部

に
だ
け
伝
わ
る
平

鍬
踊
り
と
対

に
な

っ
て
踊
ら
れ
、
そ

の
中

で
笠
鉾
が
踊
り

の
中
心

に
な
る
場
合

が
多

い
こ
と
か
ら
、
明
新

で
は
青
年
に
よ
る
平
鍬
踊
り
が
演
じ
ら
れ
な

い
か
わ
り

に
、
子
ど
も

の
獅
子
舞

に
笠
鉾
が
加
わ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
も
考
え

ら
れ

る
。
ま
た
、
鉦

が
獅
子
舞

の
楽
器
に
加
わ

る
例
は
珍
し

い
が
、
白

河
地
方

に
伝
わ
る
歌
念
仏
で
こ
れ
に
似
た
鉦
が
使
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響

に
よ
る
も

の
か
と
思
わ
れ
る
。

【写真11】 明新獅子 頭
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第八章 民俗芸能

歌
詞
は
、

「相
馬

の
お
ん

つ
あ
ま
」
か
ら

「
岡
崎
」

の
問

に
は

い
る
。

相
馬

の
お
ん

つ
あ
ま

鱈
桶
か

つ
い
で

サ

ッ
サ
と
寝
か
せ
ろ

ホ
イ

ホ
イ

ホ
イ

廻
れ
廻
れ
水
車

早
く
廻
ん
ね
ど

堰

や
止
ま

る

堰

や
止
ま
る

廻
り
ト

ー
ロ
の

一
株

(も
と
)

ス
ス
キ
よ
う
け

れ
ど
う
も

そ
う

こ
で
雌
獅
子
は

隠

し
捕
ら
れ
た

隠
し
捕

ら
れ
た

参
り
来

て

此
れ

の
お
宮
を
見
申
せ
ば

四
角

四
面

で

ク
サ
ビ
が

一
つ

ク
サ
ビ
が

一
つ

こ
こ
に
登
場
す
る

で
あ
ろ
う
。

「
相
馬
の
お
ん

つ
あ
ま
」
に

つ
い
て
は
、
地
元
で
も
諸
説
あ

る
が
、
相
馬
地
方
か
ら
き
た
魚

の
行
商
の
こ
と
を
歌

い
こ
ん
だ
も
の
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第
四
節

念
仏
踊
り
と
太
鼓

念
仏
踊
り

に
は
、
死
者
の
霊
を
弔
う
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
る
も

の
が
多

い
が
、
県
南
地
方
で
は
、
主

に
田
植
え
終
了
後

に
、
稲

の
生
育

に
必
要
な
日

照
を
期
待
し

て
太
陽
に
念
じ
る
た
め

の
念
仏
踊
り
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
天
道
念
仏
な
ど
と
よ
ば

れ
る
。
ま
た
、
害
虫
を
追

い
払

っ
て
豊
作
を
祈
願
す

る
信
仰
も
あ
り
、
虫
送
り
と
も
よ
ば
れ
、
か

つ
て
は
県
南
地
方
で
広
く
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。

県
南
地
方

の
天
道
念
仏
に

つ
い
て
は
、
元
禄
年

間

(
=

ハ
八
八
～

一
七
〇

四
)
か
ら
と
か
、
関
東
か
ら
伝
え
ら
れ
た
な
ど

の
伝
承
が
あ
る
が
、
確
か

な
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
た
だ
、
文
化
十

一
年

(
一
八

一
四
)
の

『奥
州
白
川
風
俗
間
状
答
』
六
月

の
項
に
、



降
り

つ
づ
き
た
る
時
晴

を
祈
る
に
は
、
所

の
鎮
守
な
ど

へ
神
主
修

験
等
参
り
祈
念

い
た
し
、
農
人

は
村
限
り
大
勢
集
り

、
朝

日

の
出

る
よ
り

日

の
入
ま

で
、
鉦
太

鼓

に
て
足
を
も
休

め
ず
、
念
仏
を
申
な

が
ら
立
通
し

に
て
、
或

は
輪

に
め
ぐ
り
等

し
て
天
道
を
祈

り
申
候
、
是
を

天
道
念

仏
と
申
候
、
実

に
田
舎

の
風
俗

に
御
座

候

と

あ

り

、

こ

の
こ

ろ

に

は
白

河

領

内

で

広

く

お

こ
な

わ

れ

て

い
た

よ
う

で
あ

る

。

明

治

以
降

、
相

つ
い

で
廃

絶

し

、
現

在

で
は

矢

吹

町

大
和

久

な

ど

の

ほ

か
、

白

河

市

関

辺

や

、
西

白

河

郡

西

郷

村

上
羽

太

な

ど

に

残

る

の

み
と

な

っ
て

い
る

。

一

大
和
久
の
天
道
念
仏
踊
り

第四節 念仏踊 りと太鼓

大
和
久

の
天
道
念
仏
踊
り
は
、
旧
暦
六
月
十
五
日
の
日
吉
神
社

の
祭
礼
で
、
宵
祭
り

の
晩

に
同
神
社
境
内
で
お
こ
な
わ
れ

る
。
ま
た
、

由
来

と
伝
承

同
神
社
に
合
祀
さ
れ

る
愛
宕
神
社
の
六
月

二
十
四
口

の
祭
礼

で
も
、
宵
祭
り

の
晩

に
お
こ
な
わ
れ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
し
ば
ら
く
お
こ
な
わ
れ
た
後
に
中
断
し

て
い
た
が
、
昭
和

五
十
年
代

に
矢
吹
町
教
育
委
員
会
を
中
心
に
進

め
ら
れ
た
民
俗
芸
能

掘
り
起
こ
し
事
業

の
中

で
復
活

の
動
き

が
起
き
、
昭
和
五
十

四
年

に
保
存
会
を
結
成

し
て
再
興
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
第

一
回
矢
吹

町
ふ
る
さ
と
民
俗
芸

能

の

つ
ど

い
に
出
演

し
、
そ

の
後

、
昭
和

五
十
六
年

の
第

三

一
回
福

島
県
民
俗
芸
能
大
会

(石
川
郡
平

田
村
)
、
昭
和
五
十
九
年

の
第

二
六
回
北
海

道

・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

(山
形
県
米
沢
市
)
に
も
出
演
し
た
。

踊
り
手
は

一
〇
名
か
ら

二
〇
名
、
離
・r
方
と
し

て
笛
が
二
、
三
名
、
締
太
鼓
三
、
四
名
、
歌

い
手
が
数
名
に
よ
る
。

い
ず
れ

役
名
と
衣

裳

・
道
具

も
男
性
で
、
浴
衣
を
着

て
尻
を
端
折
り

、
裸
足
と
な
る
..
か

つ
て
は
青
年
会
員
が
揮
ひ
と

つ
で
踊

っ
た
と

い
う
。
太
鼓
は
首

か
ら
吊
る
し
て
打

つ
。

な
ら

六
月
十

四
日
、
二
十
三
日
と
も
、

日
中

に
準
備
を

整
え

る
。
舞
庭

の
中
央

に
は
楢

の
若
木
で
、
高

さ
ニ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
方
形

の
神

次
第
と
構
成

棚
を

設
け
、
注
連
縄
を
は

っ
て
提
灯
を
さ
げ
、
米
、
キ

ュ
ウ
リ
な
ど
を
供
え

る
。

一
同
は
夕
食
を
す
ま
せ

て
神
社

に
集
ま
り
、
準
備
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が

で
き

る
と

、

踊

り

手

は

神

棚
を

中

心

に
し

て
輪

を

つ
く

り

、

踊

り

は

じ

め

る
。

種

目

は
、

次

の
と

お

り

で
あ

る
。

キ

し

み

よ

つ

レリ

よ

ロつ

ら

レ

①
帰

命

頂

礼

「帰
命
灯
来
」
な
ど
と
も
書
く
。
手
ぬ
ぐ

い
を
右
手

に
持

ち
、
上
下
に
振
り
な
が
ら

ゆ

っ
く
り
踊
る
。

②
は
ね

っ
こ
踊
り

「と
り

っ
け
」
と

か

「
し
ゃ
も

っ
け
」

と
も

い
い
、
当
地

方

の
盆
踊
り
の

]
種
。

③
上
方
下
り

「帰
命
頂
礼
」

に
同
じ
。

④
は
ね

っ
こ
踊
り

同
右

ほ
お

つ

え

⑤
小
夜

の
中
山

前
鉢
巻
を
す

る
。
手
を
交
互
に
頬
杖
を
す

る
よ
う
に
あ
げ

て
は
、
足
を
交
互

に
前
に
出
し
て
手
拍
.士
を
打

つ
。

⑥
は
ね

っ
こ
踊
り

同
右

「
帰
命
頂
礼
」
、
「上
方

下
り
」
、
「
小
夜

の
中
山
」
は
念
仏

の
歌

に
あ
わ

せ
て
踊

る
テ
ン

ポ

の
遅

い
踊
り

で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
歌
詞
が

つ
く
。

帰
命

頂
礼

帰
命
頂
礼
天
竺

の

〔南
無
阿
弥
陀
仏
〕

(以
下
同
じ
)

神

の
社

の
建

つ
時
は

本

田
河
原
に
木
と
り
し
て

糸
屋

の
裏

の
し
ち
く
竹

七
節
揃
え

て
八
重
た
る
き

そ

の
う
ら
竹
を

お
し
ぼ
こ
に

桂
男
が
梁
を
し
め

十

五
夜
お
月
は
か
や
を
上
げ

【写真12】 大和久天道念仏踊 り(帰 命頂礼)(ll召 和56年 善郷小体 育館〉
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第四節 念仏踊 りと太鼓

二
十
三
夜
が
お
ふ
き

や
る

三
社
の
神
が
屋
刈
り
し
て

ふ
い
て
納
め
て
見
申
せ
ば

こ
れ
こ
そ
神

の
社
な
り

に

っ
し
ん
成
仏
有
難
き

L
方

下
り

上
方

下
り

の
十
七
は

今
年
初
め

て
田
を
作

る

今
年
は
よ

い
年
当
た
り
年

丈
が
七
尺
穂
が
五
尺

い
か
な

る
駒

に
も
八
穂

一
駄

八
穂

で
八
石
と

れ
る
な
ら

こ
れ
の
お
瀬
戸

に
蔵
を
建

て

蔵

の
お
番
は
誰

と
誰

一
に
大
黒

二
に
恵
比
須

三
に
毘
沙
門
福

の
神

に

っ
し
ん
成
仏
有
難
き

小
夜

の
中
山

つ

小
夜

の
中
山
通

る
時

身
持
ち
女
と
道
連
れ

て

一
里
連
れ
た
や
二
里
連
れ
た

三
里
連
れ
た

や
曲
が
り
目
で

こ
こ
で
な
び
け
と
袖
を
引
く

こ
こ
で
な
び
く
も
易
す
け
れ
ど

お
前
も
似
合

い
の
妻
を
持
ち

わ
た
し
も
似
合

い
の
殿
を
持

つ

似
合

い
似
合

い
で
な
び
か
れ
ぬ

余

り
言
葉

の
に
く

い
さ
に

腰
な
る
刀
に
手
を

か
け

て

肩
よ
り
腰
と
け

さ
が
け
に

腰
よ
り
す
そ
と
捨

て
切
り

に

刀

の
切
り
口
子
が
生
ま
る

そ
こ

へ
和
尚
が
立
ち
寄
り

て

こ
れ
も
和
尚

の
道
な
れ
ば

,
.
渉

野
蟹

溢

罵

凱〔ユ 蹴 藤
講 轟 一 難

曳

、壁

聾 ↑ 」鵡 、感 鹸 帆{ 郷
盛 曇㌧ 一 耀馨愚雛 ・ゼ陣 欝 窺'

響
【写真13】 大和 久天道念仏踊 り(は ね っこ踊 り)(昭 和56年 善郷小体育館)
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第八章 民俗芸能

下
な

る
清
水
で
と
り
あ
げ

て

上
な
る
清
水

で
身
を
清
め

衣

の
片
袖

い
な
ぎ
と

し

切
り

口
太
郎
と
名
を

つ
け

て

寺

の
門
前
に
あ

つ
ら

い
る

に

っ
し
ん
成
仏
有
難
き

以
上

の
歌
詞

の

一
句
ず

つ
を
、
南
無
阿
弥
陀
仏

の
念
仏
と
交
互
に
唱
え

る
。

は
ね

っ
こ
踊
り
は
、
「
し
い

っ
」
「
し

い
っ
」
と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
踊
り

の
テ
ン
ポ
を
次
第

に
早
め
、

て
い
き
、

一
人
に
な
る
と
止
め
る
。

つ
い
て

い
け
な
く
な

っ
た
者
か
ら
抜
け

716

 

二

根
宿

の
天
王
祭
太
鼓

根
宿

の
八
幡
神
社
境
内

で
、
七
月
十
四
日
の
夜

に
お

こ
な
わ
れ
る
も

の
で
、
境
内
に
祀
ら
れ
る
天
王
社
に
奉
納
さ
れ
る
。

昭
和
四
十

由
来
と
伝

承

年
ま

で
は
旧
暦
六
月
十

四
日
で
あ

っ
た
。

は
ら

悪
魔
祓

い
や
五
穀
豊
穣
を
祈

っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

の
み
で
、
起
源

や
伝
来
は
不
詳
だ
が
、
少
な
く
と
も
明
治
二
十
年
ご

ろ
に
は
お
こ

な
わ
れ
て

い
た
と

い
う
。
な
お
、
「
原
宿
の
二
十

三
夜
講
念
仏
太
鼓
」
と

は
歌
詞
、
太
鼓

の
打
法
と
も

に
類
似
し

て
お
り
、
「
大
和
久

の
天
道
念
仏
踊
り
」

と
も
太
鼓

の
打
法
は
異
な
る
が
歌
詞
は
類
似
し
て

い
る
。
ま
た
、
西
白
河
郡
中
島
村

の

「
小
針

の
さ
く
ら
ま
ち
太
鼓
」
は
太
鼓

の
み
で
演
じ
る
が
、
こ

の
太
鼓
も
同
じ
流
れ
と
思
わ
れ
る
。
小
針

の
記
録
碑

に
は
、
嘉
永
.二
年

(
一
八
五
〇

)
の
銘
が
あ
る
の
で
、
根
宿

で
も
お
そ
ら
く

こ
れ
と
近

い
時
期

か

ら
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

今

日
ま

で
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
矢
吹
町
民
俗
芸
能
祭

で
も
、
昭
和
五
十
六
年

の
第
三
回
と

平
成

五
年

の
第

一
五
回

(最

終

)
で
演
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
昭
和
五
十
九
年

十
月
二
十
八

日
の
第
三
四
回
福
島
県
民
俗
芸
能
大
会
、
平
成
六
年
十
月
二
日
に
矢
吹
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
第
三
九
回
福
島
県
民
俗
芸
能
大
会

に
も
出
演
し
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
六
年
四
月
十
六

日
に
は
東
京

の
国
立
劇
場

で
お
こ
な
わ
れ
た

「念



第四節 念仏踊 りと太鼓

仏
と
太
鼓

の
リ
ズ
ム
」
に
も
出
演
し
た
。

太
鼓
打
ち

五
、
六
名
と
歌

い
手

一
〇
名
前
後

に
よ
る
。

い
ず
れ
も
青
年
会
員

で
、
浴
衣

の
片
肌
を
脱

い
で

へ
こ
帯
を

し
め
、

役
名
と
衣
裳

・
道
具

尻
を
端
折
り
、
手
ぬ
ぐ

い
の
鉢
巻
を
す
る
。
な
お
、
歌
は
.
一五
歳
以
上

の
中
老
も
手
伝
う
な
ら
わ
し
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、

種
目
の
う
ち

「太
鼓
」
は
年
長
者
が
、
「
念
仏
」
は
年
少
者

が
打

つ
こ
と
が
多

い
と

い
う
。

会
員
は
高
校
を
卒
業
し
た

一
八
歳
か
ら
三
五
歳
く
ら

い
ま

で
だ
が
、
近
年
は
そ
れ
以
上

の
年
齢

の
人
も
加
わ

る
。
か

つ
て
は
二
五
歳
く
ら

い
ま

で
で

あ

っ
た
と

い
う
。
役
員

に
は
会

長
、
副
会
長
各

一
名
、
幹
事

四
名
を
お

い
て
い
る

、
師
匠

に
は
年
長
者
の
中
老
が
あ
た
る
。

祭

日
に
は
、
天
王
社

に
ろ
う
そ
く
三
本
を
灯

し
、
酒
、
塩
、
キ

ュ
ウ
リ
な
ど

の
供
物
が
多
数
供
え
ら
れ
る
。
境
内
に
は
、
約

二
間
四

次
第
と
演
目

方

に
高
さ
三
、
四
メ
ー
ト

ル
ほ
ど

の
青
竹
を
立

て
て
、
注
連
縄
を

巡
ら
し
、

ヒ
バ
の
小
枝
を

さ
げ

る
。
注
連
縄
で
仕

切
ら
れ
た
舞
庭

の
真
ん
中
に
バ
ケ
ツ
を
お
き
、
そ
の
中

に
ば
ち
を
何
本
か
用
意

し
て
お
く
。

演
じ
手

は
、
首
か
ら
さ
げ
た
太
鼓
を
打

つ
。
午
後
七
時
ご
ろ
か
ら
、
ま
ず

一
名
が

「
寄
せ
太
鼓
」
を
打
ち
、
続

い
て
数
人
が
注
連
縄
の
中
に
は

い

っ

て
太
鼓
を
打
ち

は
じ
め
、
休
む
こ
と
な
く
交
代
し
な
が
ら
太
鼓
を
打
ち
続
け
る
。
合
間
に
歌

い
手
が
外
に
立

っ
て

「念
仏
」

の
歌
詞
を
歌
う
。

じ

ご
と

「太
鼓
」
に
は
四
種
類
以
上

の
打
法
が
あ
り
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
。
「
念
仏
」

は

「
は
い
な
む
」
と

「
地
言
」
、

「
お
や
な
む
」
と

「
地
言
」

の
組

み
あ

み

ょ

つ
こ

コ

わ
せ

で
あ
る
。
「
は

い
な
む
」
と

「
お
や
な
む
」
は
歌

い
出
し

の
言
葉
か
ら
き
た

名

号
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
詞
は
、
次

の
と
お
り
で
あ

る
。

は

い
な
む

ハ
イ
南
無
阿
弥

ハ
イ
陀

ヨ
仏
サ

ヨ
ホ
ン
ガ
ホ
イ

地
言神

の
社

の
建

つ
時
は

こ
ん
だ
が
浦

に
木
取
り
し

て

桂
男
が
梁
を
引
く

糸
屋
が
う
ら
の
し
ち
く
竹

七
節
揃
え

て
や
お
垂
木

そ

の
う
ら
う

ら
を
押

し
ぼ
こ
に

二
十
三
夜

に
夜
刈
り
し
て
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第八章 民俗芸能

ふ
い
て
納
め
て
見
申
せ
ば

こ
れ
こ
そ
神

の
社
な
り

鵬

御
祈
祷
念
仏

南
無
阿
弥
陀

(仏
)

蝋

お

や
な
む

オ
ヤ
南
無

阿
弥
陀

ノ
サ

ヨ
仏

ハ
南
無
阿
弥
陀
イ

彗

.

L

地
言

口.、
の

灘

瓢

r

上
方
ド
り
の
十
七
は

今
年
初
め
て
地
を

つ
く
り

で
き
も
で
き
た

よ
万
作

に

丈
は
七

尺
穂
は

五
尺

-

い
か

な

る
穂

ま

で
も

八

穂

庶

八
穂

で
八

石

と

れ

る

な

ら

-..
.
、
㌃

.・

糞

・

こ
れ
が
お
背
戸

に
蔵
を
建
て

蔵

の
番
人
誰
が
す
る

一
に
大
黒

二
に
恵
比
須

三
に
毘
沙

門
福

の
神

、

燈祭

御
祈
祷
念
仏

南
無
阿
弥
陀

(仏
)

H

織
き

宿

三

原
宿
の
二
+
三
鐘

仏
太
鼓

ミ

マ
織

〆
肺

原
宿

の
二
十
三
夜
講
念
仏
太
鼓
は
、
正
福
寺
に
あ
る
二
十
三
夜

石
塔

の
前

で
、
旧
暦
七
月

二
十
三

日

(後

に
新
暦
七
月
二
十
一、一日
)

由
来

と
伝
承

の
夜

に
お

こ
な
わ
れ
る
。
太
鼓

の
た
た
き
方
や
リ
ズ

ム
、
「
は

い
な
む
」

や

「帰
命
頂
礼
」
な
ど

の
歌
詞
が
、
根
宿

の
天
王
祭
太
鼓

や
大
和
久

の
天
道
念
仏
と
似
て
お
り
、
芸
能
と
し
て

の
系
統

は
こ
れ
ら
と
同

一
と

み
ら
れ

る
。

二
十

三
夜
講
と
は
、
卜
三
夜
、
十
七
夜
、
十
八
夜
な
ど
と
同
じ
く
月
待
ち
行
事

の

一
つ
で
あ
り
、
単
に

「
三
夜
講
」
と
か

「
オ
サ
ン
ヤ
サ

ン
」
と
も

い
っ
て
、
本
来
は
女
性

の
安
産
祈
願

の
祭
り

で
あ
る
。
ま
た
、
養
蚕
守
護

の
信
仰

や
、
蓄
財

の
信
仰

(金

に
不
自
由
し
な

い
)
も
あ

る
。
し
か
し
、
原
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第四節 念仏踊りと太鼓

宿
の
二
十

一、一夜
講
は
、
女
性
の
み
で
な
く
集
落
全
体
で
お
こ
な
わ
れ
る
行
事

で
あ
り
、
特

に
青
年
が
主
体
と
な

っ
て
念
仏
太
鼓
の
奉
納
が
お

こ
な
わ
れ

る
。
す

で
に
第

二
次
世
界
大

戦
前
か
ら
、
青
年
主
催

の
行
事
と
な

っ
て
い
る
。

本
来

は
女
性
だ
け

の
祭
り
で
あ

っ
た

.
一十
三
夜
講
に
、
青
年
た
ち

に
よ
る
念
仏
太
鼓
が
加
わ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
は
、
隣
の
根
宿

で
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
お
こ
な
わ
れ
る
天
王
祭
太
鼓

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
..
そ
れ
が

い
つ
ご
ろ
か
ら

は
じ
め
ら
れ
た
か
な
ど
は
定
か

で
な

い
が
、
太
鼓

の
た
た
き
方
や
歌

詞
は
、
根
宿

の
天
王
祭
太
鼓
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
の
で
、
比
較
的
新
し

い
時
代

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

青
年
会
員
は
祭
り

の
数
週
問
前
か
ら
練
習
を
は
じ
め
る
。
新
入
会
員

役
名

と
衣
裳

・
道
具

-・

も
先
輩
か
ら

の
手
ほ
ど
き
を
受
け

て
当
円
ま
で
に
は

一
人
前

の
ば
ち

さ
ば
き

を
習
得
す
る
も

の
と

い
う
。
太
鼓
を
た
た
く
青
年
た
ち
は
浴
衣
姿
で
、
鉢
巻
を
し
め
、

草
履
を

は
き
、
太
鼓
を
肩
か
ら
ひ
も

で
腰
に
さ
げ
る
。

四
人

の
太
鼓
打
ち

の
ほ
か
、
外
側

で
念

仏
の
か
け
あ

い
に
中
老
が
加

わ
る
。

二
十
三
夜
講

で
は
本
尊

の
大
勢
至
菩
薩

の
掛
け
軸
を
か
け
、
こ
れ
と
境
内

の

次
第

と
演
目

、
.レ
ニ
、夜
供
養
塔

に
、

キ

ュ
ウ
リ
、
米

、
酒
な
ど
の
供
物
が
供
え
ら
れ
る
。

ま
ず
法
印

(僧
侶
)
が
祈
祷
し
、
そ
の
後
、
二
十
三
夜
供
養
碑

の
前

で
、
念
仏
太
鼓
が
披
露
さ

れ
る
。
根
宿

の
天
王
祭
太
鼓
な
ど
と
異
な
り
、
青
竹
を

四
方

に
立

て
て
注
連
縄
を

は
る
と

い

っ

た
こ
と

は
し
な

い
。
四
人

の
太
鼓
打
ち
が
輪

に
な
り
、
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
少

し
ず

つ
左
回
り

に
移
動
す

る
。
激
し
く
太
鼓
を
打

つ
部
分
と
、
そ

の
合

間
に
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
た

た
く
部
分
と
が
あ
る
。

念
仏
太
鼓
が
終
る
と
、
御
神
酒
を
酌
み
交
わ
す
.
以
前

は
境
内
が
そ

の
ま
ま
盆
踊
り
会
場
と

な
り
、
参
詣
者

一
同
が
踊
り
な
が
ら
夜
が
.更
け
る
ま
で
楽

し
ん
だ
と

い
う
。

駕

・翼

ー

撫

緊

.∵

鼠彫窄

㍉

轟蛎 ～ ヅ

縄 鵡1-
【写真15】原宿二十三夜講念仏太鼓
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第八章 民俗芸能

な
お
、
隣
接
す
る
寺
内
地
区
で
も

二
十

四
夜

の
月
待
ち
行
事

が
あ

っ
た
が
、

わ
れ

て
い
な

い
。

四

田
内
の
天
王
祭
太
鼓

現
在
は
お
こ
な

こ

つ

　
ゴ

田
内

の
熊

野
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
天
王
社

(通
称

「天
王
様
」
)

の
旧
暦

六

由
来
と
伝
承

月
十

五
日
の
祭
礼
に
あ

わ
せ
、
そ

の
前
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た

っ
て
奉
納
さ

れ
た
。
現
在
は
、
新
暦
⊥
ハ
月
十
四
日
か
、
十

五
日
の
昼
間
に

一
日
だ

け
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が

多

い
。
根
宿

の
天
王
祭
太
鼓

や
大
和
久
の
天
道
念
仏
な
ど
と
太
鼓
の
た
た
き
方

や
リ
ズ
ム
が
よ

く
似

て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
江
戸
時
代
か
ら
お

こ
な
わ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

「稲
虫
送
り
」
と

か

「巣

送
り
」
と
も

い
い
、
稲
が
生
長
す
る
夏
場

に
、
稲

に
病
害
虫

が

つ

か
な

い
よ
う
に
祈
る
行
事

で
あ
る
。
な
お
、
田
内

の
天
王
様
は
、
矢
吹

や
根
宿

の
天
王
様
と
は

異
な
り
、
キ

ュ
ウ
リ
を
供
え
交
換
す
る
伝
承
は
な

い
。

田
内

の
青
年
会
員

に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
青
年
会
は
も
と
は

一

役
名
と
衣
裳

・
道
具

五
歳

の
学
校
卒
業
と
同
時

に
加
入
し
、
二
五
歳
く
ら

い
ま
で
、

は
数
名

で
、
歌
は
は

い
ら
な

い
。
衣
裳

は
特
に
定
ま

っ
て
は

い
な

い
が

、

を
用

い
る
。
な
お
、
古
く
は
笛
や
鉦
も
加

わ
り

に
ぎ
や
か
だ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。

十
四
日
に
青
年
会

の
若
者
ら
が
神
社

に
集
ま

っ
て
準
備
を
は
じ
め
る
。

次
第
と
演
目

・
構
成

の
境
内
に
、
太

い
青
竹
を
真
ん
中
に
立

て
、

蝿

真16】 田内天王祭太鼓

 

長
男
か
二
、
三
男

か
は
不
問
で
あ

っ
た
。
太
鼓

の
た
た
き
手

以
前
は
浴
衣
を
着
た
よ
う

で
あ
る
。
太
鼓
は
大
き

さ
の
異
な

る
三

つ
の
太
鼓

以
前
は
十
三
日
か
ら
は
じ
め
た
よ
う

で
あ

る
。
神
社

そ
の
周
り
に

一
〇
本

の
竹
を
さ
し
て
竹
の
簾
を

つ
く
り
、
そ
こ
に
注
連
縄
を
は
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第四節 念仏踊 りと太鼓

り
巡
ら
し

て
、
短
冊
を
さ
げ
る
。
竹

の
簾

の
準
備

が
整
う
と
、
拝
殿

に
社
寺
総
代
、
氏
子
、
青
年

が
は

い
り
神
職

が
太
鼓
を
打

っ
て
お
祓

い
を
す
る
。

そ

の
後
、
三
人
の
青
年
が
境
内

の
杉
の
木

に
結
わ
え

つ
け
た
大
太
鼓
、
太
鼓
、
小
太
鼓
を
打

つ
。

に
ぎ
や
か
に
祭
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
る
間
に
、
境
内

の

竹

の
簾
を

一
一
人
の
青
年
た
ち
が
神

社
脇

の
林

に
移
す
。
こ
れ
を

「
短
冊
送
り
」
と

い
い
、
稲
虫
送
り
と
か
か
わ
り
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ

の
後
、

交
替

で
翌
朝
ま

で
太
鼓
を
打
ち
続
け
た
と

い
う
が
、
現
在
は

一
日
で
終

っ
て
い
る
。

打
ち
方
は
以
前
は

五
種
類
あ

っ
た
が
、
現
在
は

一
種
類

の
み
伝
承

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
供
物

の
お

こ
わ
を
カ
キ
の
葉

に
包
ん

で
、
護
符
と

し
て
地

区

の
人

々
に
配

っ
て
い
た
。
古
く
は

「
お
天
念
仏
」
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と

い
う

が
詳
細

は
不
明

で
あ
る
。

五

三
城
目
の
歌
念
仏
踊
り

花
念
仏
と
も

い
い
、
社
寺

の
縁
日
を
は
じ
め
、
農
閑
期

に
念
仏
講

中
が
民
家

に
集
ま

っ
て
お
こ

な
わ
れ

る
祈
祷
念
仏
で
あ

る
。
白
河
市
萱
根
根

田
に
伝
わ
る
安
珍
歌
念

仏
踊
り
な
ど
と
同
系

統
で

あ

る
。

歌

い
手

は
念
仏
を
唱
え

る

「
お
や

(音

頭
)」
と

、
伏
鉦

な
ど
を

た
た
き

な
が
ら

「南
無

阿
弥

陀
仏
」
と
唱
え
る

「う
け
」

に
わ
か
れ
る
。
以
前

は
太
鼓
打
ち
が

い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
現
在
は

火
箸

や
木

の
棒
で
机

な
ど
を
た
た

い
て
調
子
を
と

る
。

は
ん
は
は

踊
り
手

の
人
数
は

一
定

で
は
な

い
が
、
扇
子
を
持
ち
、
手
ぬ
ぐ

い
を
被
り
、
夏
は
浴
衣
に
半
巾

お
ひ帯
、
冬
は
袷

に
白
足
袋
を

は
く
。
ま
た
、
歌

の
登
場
人
物

に
あ
わ
せ
た
衣
裳
を
着

て
踊
る
こ
と
も

あ

る
。

【写真17】 三 城目念仏踊 り(昭 和56年 善郷 小体育館)
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第八章 民俗芸能

種
目
に
は

「
七
福
神
」
「
あ
た
ご
様
」

「
さ
じ
な
が
し
」
「
字
あ
ま

り
」

「忠
臣
蔵
」
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
オ
ヤ
、

な
り
、
オ
ヤ
と
シ

ヘ
ン
は
扇
子
を
持
ち
、
ナ
ガ
シ
は
素
手

で
盆
踊
り
調

の
に
ぎ
や
か
な
手
踊
り
と
な

る
。

シ

ヘ
ン
、

ナ

ガ

シ

の

三
節

か

ら

722

 

六

松
倉
の
相
撲
太
鼓

松
倉
は
昔
か
ら
相
撲
が
盛
ん
だ

っ
た
と

い
い
、
近
津
神
社

(か
ぶ
と
大
明
神
)
に
合
祀
さ
れ
る
天
王
社

の
六
月
十
五
日
の
祭
礼
に
お
こ
な
わ

れ
て
き

た
。前

日

の
十
四
日
夜
と
十
五
日
早
朝

に
、
境
内

で
相
撲

が
お
こ
な
わ
れ

る
先
触
れ
と
し

て
、
杉

の
木
に
結
わ
え

つ
け
た
太
鼓
を
若
者
数
人

で
た
た
く
。

ま
ず
、
「
神
事
太
鼓
」
を
は
じ
め
に

↓
回
、
続

い
て

「
相
撲
太
鼓
」
を

一.面

打
ち
、
最
後

に
再
び

「
神
事
太
鼓
」
を

↓
回
た
た

い
て
終
り
と
す

る
。

第
五
節

祭
り
唾
子
と
祝
福
芸

一

矢
吹
の
祭
り
嗜
子

毎
年
十
月
第

一
土
、
日
曜

日

(も
と
は
九
月
二
f
八

～
三
十
日
、
後

に
十
月

一
日
～
三
日
)
に
お
こ
な
わ
れ
る
矢
吹
神
社

の
秋
祭
り

由
来

と
伝

承

た
し

で
、
矢
吹

の
本
通
り
を
練
り
歩
く
屋
台

(山
車
と
も

い
う

)
に
の

っ
て
演
奏

さ
れ
る
。
開
始
時
期

や
伝
来
な
ど
は
不
詳

で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
江
戸
時
代
末
期
で
あ
ろ
う
。
伝
え
ら
れ
る
曲
目
な
ど
か
ら
、
白
河
市

の
鹿
島
神
社

の
祭
礼

で
お
こ
な
わ
れ

る
祭
り
難
子
と
同
じ
系
統
と
考
え



第五節 祭 り嚇予と祝福芸

ら
れ
る
。

古
く
は
上
町

(中
町
)
と

下
町

(本
町
)
に
わ
か
れ
、
両
町

の
屋
台
が
き

そ

い
あ

っ
て
い
た
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
は

一
区
と

二
区

の
各
自
治
会

で
継
承
さ
れ
た
。
二
区
は
昭
和
三
十
年
を
最
後
に

い
っ
た
ん
途
絶
え

て
い
た
が
、
地
区
民

の
努
力
に
よ
り
昭
和
六
十
年
に
復
活

し
た
。

一
区
は
多

く
の

障
害
を

の
り

こ
え
て
今

日
ま

で
ひ

強
,

、
幽

閥響

藁

き
継
が
れ

て
い
る
。

屋
台

に

役
名
と
衣
裳

・
道
具

は
大
太

鼓

一
個
と
小
太
鼓
が
と
り

つ
け
ら

れ
、
大
太
鼓
は
若
連

が
、
小
太
鼓

は
町
内

の
小
学
六
年
生

の
女
.r
数

名

が
た
た
く
。
女
の
子

は
揃

い
の

は
か
ま

赤

い
着

物

に
紫

の

袴

、

黄

色

の

た

す

き

を

つ
け

、
化

粧

を

し

て

の

り

こ
む

。

ほ

か

に
笛

・
鉦

が

加

わ

り

、
こ
れ

ら

は
若

連

が

担

当

す

る

。

な

お

、

.
一区

の
屋

台

は

万

延

元

年

(
一
八

六

〇

)

に

つ
く

ら

れ

た

と

い
う

歴

史

の
あ

る
豪

華

な

も

の

で
、

高

さ

五

・
.
.メ

ー
ト

ル
、

幅

【写真18】 一区の屋台

【写真19】 二区の屋台
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第八章 民俗芸能

【図2】 二 区の屋台の巡行経路('F成15年 度)

四

・
七

メ

ー
ト

ル
、

長

さ

七

・
八

メ

ー

ト

ル
と

規

模

が

大

き

い
。

四

つ
の

車

輪

が

つ
き

、

太

い
縄

で

子
ど

も

を

中

心

に

五

〇

人

ほ

ど

で

ひ

き

回

す

。

ま

た
方

向

転

換

す

る

際

に

は

、
台

車

部

分
を

固
定

し

た

ま

ま

上

部

だ
け

回

転

さ

せ

る

こ
と

が

可

能

で

あ

る
。

一
区

の
屋

台

は

、

高

さ

三

・
五

メ

ー

ト

ル

、
幅

一

・
八

メ
ー

ト

ル

、
長

さ

四

メ

ー

ト

ル
と

、

二
区

よ

り
小

ぶ

り

だ

が

、

や

は
り

四
輪

で
、

綱

で

ひ

く

形
式

の
も

の

で
あ

る

。

曲

目

は

、

次
第

と
演

目

・
構

成

一
区

で

は

「
お

喘

子

(ば

か
ば

や
し

)
」

「
矢
車

」

「七

変

返

し

」

の

三

つ
、

二
区

で

は

「
二

編

返

し

」

「
七

変

化

」

「
小

転

」

「ば

か

ば

や

し

」

の

四

つ
が

伝

え

ら

れ

て

い
る

。
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舞醇五負行 望餐り曉佳了・とネ兄率高芸

平
成

十
五
年
レ
月

四
日
、
五
日
の
二
区

の
屋
台
運
行
は
、
.
一日
間
と
も
午
後

二
時
以
降
か
ら
九
時
ご
ろ
ま
で
、
図

2
に
あ
る
順
路

で
お

こ
な
わ
れ
た
。

要
所
ご
と
に
屋
台
を
止
め

て
、
舞
台

で
喉
子
や
太
鼓

の
演
奏
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
演
芸
も
お

こ
な
わ
れ
た
。

二

中
畑
の
会
津
万
歳

こ

　つ

　

ボ

で

つ

万
歳
は
、
正
月
中

に
各
家
を
回
り
、
玄
関
先
や
座
敷

の
神
棚

の
前
な
ど
で
祝
福

の
口

上

を
述

べ
、
歌

い
踊

る

「門
付
芸
」

の

一
種

由
来
と
伝

承

で
あ
る
。
県
南
地
方

で
も
、
昭
和

の
は
じ
め
ま

で
会
津
地
方
か
ら
万
歳
師
が
き

て
各
家
を
回

っ
て
い
た
。
中
畑
松
房
の
故

・
水
戸
守

伊
が
、
湖
南

(郡
山
市
湖
南
町
)
安
佐

野
の
万
歳
師
か
ら
習

い
受
け
、
相
方
役

の
水
戸
繁
之
助
と
と
も
に
受

け
継

い
で
き
た
。
た
だ
し
、
門
付
は
し
な

か

っ
た
と

い
う
。

た
ゆ

フ

き
い
ぞ
う

え

ぼ

し

ひ
た
た
れ

太
夫
と
才
蔵

の
二
人

一
組

に
な

っ
て
か
け
あ

い
で
お

こ
な
わ
れ
る
。
太
夫
は
烏
帽
子
に
直
垂
、
袴
、
白
足
袋
、
才
蔵

は
頭
巾

役
名
と
衣

裳

・
道
具

か
く
そ
・

は
ん
て
ん

り
つみ

に
色
物

の
各
袖

の
半
纏
を
着

て
、
た

っ
つ
け
袴

(ま
た
は
モ

ン
ペ
)
、
白
足
袋
を
は
く
。
ま
た
、
扇
子
と

鼓

を
持

つ
。

水
戸
守
伊
が
湖
南

の
万
歳
師
か
ら
習

い
受
け
た
演
目
は
、
「年
始
万
歳
」
「
七
福
神
」
「
御
門
開
き

(鶴
亀
踊
り
)
」
「
門
松
踊
り
」

次
第
と
演
目

・
構
成

「占
峰
様
」
「
屋
立
万
歳

(柱
立
祝
)」

「年
徳
神
」

の
少
な
く
と
も
七

つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
口
上
が
書
き
残
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
う
ち
、
「年
始

万
歳
」
と

「
七
福
神
」

が
基
本

で
あ
る
が
、
「占
峰
様
」
は
火
伏
せ
祈
願
、
「屋
立
万
歳
」
は
新
築
祝

い
の
家
と

い
っ
た
よ
う

に
、

各
家

の
依
頼
に
応
じ
て
ほ
か
の
演
目
も
選
ぶ
。
い
ず
れ

の
場
合
も
主

に
太
夫
が
ロ
ヒ
を

述
べ
、
才
蔵
が
そ
れ
に
合

い
の
手
を

い
れ
る
。
最
初
は
座

っ
て
、

太
夫

が
鼓
を
縦

に
持

っ
て
謡

い
あ
げ
る

「
天
王
出
し
」
が
あ
り
、
続

い
て
鼓
を
オ
蔵

に
渡
し
て
か
ら
祝
言
と
な
る
。
後
半

は

「踊
り
」

で
、
太
夫

、
才

蔵
と
も

に
立

っ
て
踊
り
、
「
御
門
開
き
」

や

「
門
松
踊
り
」
な
ど

の
演

目
を

お
こ
な
う

。
こ
の
と
き
、
才
蔵
は
鼓
を
祝

い
物

に
見
立

て
る
な
ど

し
て
、

か
な
り
く
だ
け
た
し
ぐ
さ
を
す

る
。
最
後
は
座

っ
て
納
め

口
上
が
あ
る
。

以

下
は
、
水
戸
守
伊
が
書
き
綴

っ
た
各
演
目
の
口
上

で
あ
る

(表

記
は
原
文

の
ま
ま
)
、
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年
始
万
歳

(天
王
出
し
)

へ
そ
も

く

明
け

て
め
で
た

い
あ
ら
た
ま

の

か
わ

ら
ぬ
も

の
に
は
桂
木

や

松
に
千
歳

の
御
代

の
春

明
け

て
登
場

の
め
で
た
さ
よ

へ
門
に
門
松
祝

い
の
松
よ

お
ん
家

に
立

つ
の
が
五
七
松

へ
七
五
三
な
る
お
ん
注
連
縄
を

ご
家
内
繁
昌
と
張

ら
わ
れ
る

へ
き
す

い
も
あ
ら
た
に
お
わ
し
ま
せ
る

い
ざ
な
ぎ

い
ざ
な
み

お
ん
み

こ
と

あ
め

へ
こ
の
二
柱

の
お
ん
神

さ
ま
は

天
よ
り
降
ら
せ
た
ま

い
る
は

へ
明
け

て
め

で
た
や
あ

ら
た
ま

の

年
と
る
始

め
の
あ
し
た
に
は

へ
水
も
若
寄
る
木
の
芽
も
栄

ゆ

栄
え
て
通
る
は

し
き
り
ん

の

へ
祝

い
の
も

の
と
は
お
ん
め
も
喜
ぶ

候

い
け
る
が

　
マ

マ

　

今
日
は
会
津

の
こ
万
才

(歳
)

へ
御
家
も
目
出
度

く
お
祝

い
申
す

千
代
に
は
千
代
と

の
こ
万
求

【写真20】 中畑の会津万歳eド 成 【5年)
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七
福
神

そ
も
ー

鶴

は
千
年

の
名
鳥
な
り

 鶴
亀
松
竹
よ
り
ま
ず
は

こ
の
家
に

亀
万
年

の
千
代
む
す

ぶ



第五節 祭 り曝子と祝福芸

七
福
神

の
宝
舟
を
ば
引
き
寄
せ
て

家
内
安
全
商
売
繁
昌
と
祝

い
奏
し
奉
る

千
代

に
は
千
代
と

の
こ
万
才

へ
し
き
初
め
着
初

め
は
祝

い
初
め

商
売
初
め
も
よ
う
つ
よ
し

へ
こ
家
内
ご
寿
命

ほ
ど
長
き
世
に

と
う

の
ね

ふ
り
も
み
な
め
ざ
め

へ
こ
と
に
こ
の
家
の
め
で
た
さ
に
は

唐
木
造
り

の
舟
を
は
ぐ

へ
唐
木
造
り
に
祭
り
込
む
神
は

七
福
神

か
祭
り
込
ま
れ

へ
布
袋
が
帆
柱
押
し
立

て
る

福
禄
寿
が
帆
を
上
げ
る

へ
帆
印
何
よ
と
よ
く
見

て
や
れ
ば

宝
と

い
う
字
を
染
め
抜
か
れ

へ
上

に
は
鶴
が
舞

い
遊
び

下

に
は
亀
が
水
遊

ぶ

へ
鶴
と
亀
と
が
遊
ぶ
庭

ご
家
内
繁
昌
と
舞

い
遊

ぶ

へ
ま
つ
は
お
ん
家

の
悪
魔
を
払

い

千
代
に
は
千
代
と

の
こ
万
才

御
門
開
き
踊

(鶴
亀

踊
)

　
マ

マ

　

太
夫

万
才
楽
を

祝
う

て

千
秋
万
世
と
は
ま

い
り
栄
え
た
ん
も
う
な
り

こ
れ
よ
り
だ
ん
だ

ん
旦
那
様

の
こ
身

内
の

(
コ
リ
ヤ
)
増
す
と

こ
ろ

(
コ
リ
ヤ
)

よ
く
も
よ
く
も

お
祝

い
申
せ
な
才
三

　
マ

マ
い

マ

マ

　

才

三

ア
ア
あ
り
が
た

た
ま
げ
た

千
歳

万
才
な

太
夫

西
が
三
十
三
番

に
は

【写 真21】 中畑の会津万 歳(平 成15年)
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第八章 民俗芸能

太 才 太 才 太 才 太 才 太 才 太 才
夫 三 夫 三 夫 三 夫 三 夫 三 夫 三

太 才 太 才
夫 三 夫 三

東
も

三
十

三
番
な

丁
度

や
合
は
せ

て

六
十

な

六
ケ
国
の
な
り

こ
の
舞
が
は
ん
じ
ま
れ
ば

ソ
ー
ラ
ワ
ー
ズ

太
平
な

太
平

な
京
都

に

の
ん
ぼ
り

て

紫
震
殿

の
御
門

に

(
コ
リ
ヤ
)
開
か
ず

御
門
か
な

四
方

に

開
く

よ

扉
の
音
も

キ

ン
キ
ラ
リ
ン

(キ

リ
リ
ー
な
)

鶴
の
声

に
も

(キ
リ
リ
ー
な
)

パ

ッ
と

こ
そ
開

い
た
ら

才

三
ら
め

で
た

い
と

こ
ろ

ア
ラ
キ
タ

こ
れ
わ

い

サ

ッ
テ
コ
ソ

御
門
な

ん
で
お

っ
し

ゃ
っ
て
ん
な

太
夫
様
な

が

い
な
御
門

の

(開
く
よ
)

は
だ
か

る
様

で

ご
ん
ざ
り
申
す
か

こ
れ
わ

い

は
や曉
し
込
ん
で
ま

い
れ

728



太
夫

こ
れ
様
の

(
ご
身
上
)
去
年
よ
り

十
軒

口
も

(カ
ラ
リ
ー
)

太
夫

カ

ラ
リ
ナ
カ

ッ
ト

お

っ
ぱ
だ
か

っ
て
な

こ
れ
わ

い

太
夫

銭
だ
か
金
だ
か

(
ヒ
ヨ
ッ
タ
ワ
ラ
)

一
時

に

(抱
え
込
ん
で
)

春
は
珍
重

お
め
で
た

い
と

祝
う
て
ん
な

(太
夫
様
な
)

東
方

に
は

と
ん
ね
倉

(
ム
ッ
ク
リ
シ
ヨ
と
立

っ
た
ぞ
)

西
方

に
は

(酒
蔵
)
ム

ッ
ク
リ
シ

ヨ

ま

た
立

っ
た

お
ん
中

に
立

っ
た
る
は

毘
沙
門
天

の
か
ね
倉
も

ガ

ラ
リ
シ

ヨ
ー
ど
立

っ
て

な
お
当
年

の
暮
れ
に
は

千
入
や
万
人

の
客
来
を
招
く

下
上
栄
え
て

へ
五
万
の
長
者
と
ま

つ
ら
れ
た
る
が

ま

こ
と
に
め
で
と
う
候

い
け
る

第五節 祭 り難 子と祝福芸

門
松
踊
り

太 才 太 才 太 才 太
夫 三 夫 三 夫 三 夫

そ
れ
に
も

才
三
続
け

う

な

に
が
太
夫
様
続

い
た

お
正
月

の
め
で
た

い
と

こ
ろ

喘
し
込
ん
で
ま

い
れ

お
正
月
と
お

っ
し

ゃ
っ
て
ん
な

太
夫
様

な

門
に
は
門
松

む

っ
く
り
し

ょ
と
立

っ
た
ぞ

お
ぬ

い
ど

の
松
と
な

高
砂

の
松
と
な

住
吉

の
松
と
な

ね
じ
り
よ

っ
て

ぶ

っ
つ
け
よ

っ
て
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第八章 民俗芸能

そ
う
れ
か
か
ふ
ん

そ
う
れ
か
か
ふ
ん

ふ
ん
ぐ
ら
ふ
ん
と

松

の
根
元
を
見
た
れ
ば
ん
な

太
夫
様
な

ま
こ
と
に
め
で
た

い
松
茸

そ

っ
ち

の
隅

に
も
む

っ
く
り
し
ょ

こ

っ
ち

の
隅
に
も
む

っ
く
り
し
ょ

む

っ
く
り
し
ょ

っ
こ
り

五
六
本

せ

っ
し
ょ
し
て
ご
ざ

つ
て
ん
な

太
夫
様
な

松
茸
と
申
す

の
は

味
も

よ
け
れ
ば
な
り
こ
も

い
い

ご
身
上

の
ま
さ
る
と
き

に
は

元

の
方
が
小
太
く
な

っ
て

先

の
方
が
び
ら

っ
と
こ
そ

末
広
が

っ
て

こ
れ
も
珍
重
お
め
で
た
い
な

太
夫
様
な

東
方

に
は
と
ね
倉

む

っ
く
り
し

ょ
と
立

っ
た
ぞ

西
方

に
は
酒
倉
も

む

っ
く
り
し

ょ
と
ま

た
立

っ
た

730

古
峯
様

そ
も

く

祀
り
奉

つ
る

御
家
内
安
全

御
商
売
繁
昌
と

こ
の
家

に
古
峯
様
を
祈
念
奏
し
奉

つ
る

へ
そ
も
く

由
来
を
尋

ぬ
れ
ば

古
峯
様

と
申
す

る
神
は

し
も
つ
け

 悪
魔
払

い
の
神
な
り

て
国
は
下
野
下
都
賀
郡

二
荒
山

の
麓

に
て

神

の
庵
を
む
す
ば
れ
る

鎮
座
ま
し
ま
す

そ
の
神
は

日
本
武
尊

の
御
尊

表
は
火
臥
の
大

天
狗

お
裏
は
厄
除
け
小
天
狗

こ

の
神
信
心
す

る
人

々
は

火
難
盗
難

八
九

の
難

ま
ぬ
が
せ
給

い
と
守
る
神

御
家
内
繁
昌
と
祝
は
れ
ま
し
て

ま

こ
と

に
め
で
と
う
候

へ
け
る



第五節 祭り離子と祝福芸

屋
立
万
才

(柱
立
祝
)

暦
と
方
角

見

て
や
れ
ば

今
日
は
み
ず

の
え

(壬
)
辰

の
日
な
れ
ば

柱
立
て
お
ば
致
さ
ん
と

屋
根

の
し
る
し
を
見

て
や
れ
ば

氷

の
柱
に

水

の
屋
根

数
多

の
人
の

手
を
か
り

て

一
本

の
柱
は

一
の
宮
立
ち

あ
ん
ば

杉

田

(岩
城
近
津
)

の
大

明
神

二
本

の
柱
は

錦

の
巻
物

着
せ
ど
も
尽
き

せ
ぬ

守
り
神

三
本

の
柱
は

榊
の
明
神

呑
め
ど
も
尽
き

せ
ぬ

守
り
神

四
本

の
柱
は

四
子
天
王

四
方
固
め

の

守
り
神

五
本

の
柱
は

牛
頭
天
王

五
穀
を
授
け
る

守
り
神

六
本

の
柱
は

奥
州
仙
台

塩
釜
大
社

の

大
明
神

七
本

の
柱
は

宝
を
授
け
る

八
本

の
柱
は

弘
法
大
師

の

九
本
の
柱
は

七
福
神

守
り
神

は
ん
ぱ
す
か

ん
な

お
作
な
り

熊
野

の
権

現

び
や

っ
こ
の
宮
立
ち
是
な
り

ば

ん

じ

ょ
う

十
本
の
柱
は

十
善
万

上

位
高
倉

大
名
神

卜

一
本
の
柱

は

十

一
面
観
世
音

子
孫
を
授

け
て
守

る
神

十
二
本
の
柱

は

十

二
ヶ
月

の

悪
魔
を
払
う

守
り
神

卜
三
本

の
柱

と

三
十
六
本

の

柱
を
添
え
て

押

し
立

て
る

矢
羽
を
鬼
門
に

向
け
ら
れ

て

く

し

か

も

し

お
さ

(筏
)
に
麻
に
櫛

髭

子
孫
繁
昌
と

下
げ

ら
れ

る

家
内
和
合

の
枠
も

上
げ

(鉋

)
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第八章 民俗芸能

な

げ
し

上
げ

し
鏡
は

長
押

の
床

に

棟

上
げ
音
頭

の

御
祝

お

つ
き
目
出
度
く

末
広
く

年
徳
神

そ
も

ー

天
に
日
月
地

に
げ

ん
う
ん

の
神

々
を
拝

し
奉

つ
る

中

に
立

つ
た
る
は
十
二
ヶ
月

の
守
神

年
徳
神
を
祈
念
奏

し
た

て
ま

つ
る

ヘ
オ
ヤ

ソ
ウ
ト

モ

そ
も
く

由
来
を

た
つ

ぬ
れ
ば
年
徳
神
と
申
す
る
は

天

に
輝
や
く
星
の
内

七
耀
九
耀

の
そ
の
中

に

日
曜
星
と
申
す

る
は

さ
か
む
に
こ
う

て

い
ゆ
う
王

の

レ
モ
ヒレゴ
キ

　

は
し
よ
う

じ
ん
は
母
君

の
手
な
つ
ち
長
者

の
お
ん

后

稲
田
姫
と
申

せ
し
が

こ
れ
よ
り
西
国
肥
後

の
国

岩
国
山

の
麓

に
て

柴

の
庵

引
き
む
す
び

つ

さ
うセ

年
徳
神
献

ぜ
ら
れ

十

二
ヶ
月
の
守
神

妹
背
の
語
ら
い

お
ん
神
代

こ
れ
よ
り
奥
を
ば

拝
す
れ
ば

峯
よ
り
流
る
る
滝

の
水

そ

の
川
下
に
住
む
人
は
養
老
水
と
名
づ
け
ら
れ

ま
す

ー

繁
昌
と
お
喜
び

ま

こ
と

に
目
出
度
の

そ
う
ら

い

ま
つ
正
月

の
元
日
に

お
ん
若
水
と
な
ぞ
ら

へ
て

さ
わ
ら
ぬ
手
桶
を
取
り
出
だ
し

黄
金

の
ひ
杓
を
手
に
持
た
れ

一
桶
汲
め
ば
千
杯

の

二
桶
汲
め
ば

万
杯

の

幾
万
杯
も

変
り
な
く

呑
め
ば
甘
.露
の
心
地
す
る

年
神
様
に
と
供
え
ら
れ

御
家
内
様
も
召
し
上
が
る

こ
の
水
飲

ん
だ

る
皆

々
様
は

年
徳
神
の
こ

い
徳

に
て
十
二

ヶ
月
も

な
に
障
り
な
く
守
ら
せ
給
う

年
徳
神

の
お
ん
祝

い

干
代
に
は
千
代
と

の
こ
万
才
と
う

伝
承

水

戸
守
伊
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第五節 祭り噺好一と祝福芸

三

神

田
の
田
う
な

い
踊
り

・
相
撲
踊
り

神

田
の
田
う
な

い
踊
り
は
、
正
月
十

一
口

の
朝

、
数

人
が
鍬
を
持
ち
、
籠
を
背
負

い

家

々
を
訪
ね

て
庭
先
で
歌
に
あ
わ
せ

て
踊
る
も

の
で
、
万
歳
な
ど
と
同
じ
門
付
芸

で
あ

る
。
踊

っ
て
い
る
問

に
、

一
人
は
二
個
の
餅
を
も
ら

い

一
個
を
籠

の
中
か
ら
お
返
し
し
、

次

の
家

へ
と
向
か
う

。

い
い
春

に
な
り
や
し
た

明
き

の
方
か
ら
田
う
な

い
に
き
や
し
た

ひ
と
鍬
ざ

つ
く
り
し
ょ

ふ
た
鍬
ざ

つ
く
り
し
ょ

み

っ
つ
鍬
め

の
鍬
さ
き

で

金
銀
茶
釜
を
掘

り
出
し
た

あ

ー
め

で
た

い
め
で
た

い

め
で
た

い
な

ダ
ン
ナ
さ
ん
が
金
カ

ン
ジ

ョ

オ

ッ
カ

ミ
さ
ん
は
札
カ
ン
ジ

ョ

ぐ

　

　

さ

っ
く
り
さ

っ
く
り

さ

っ
く
り

し
ょ

曲豆
作
だ

万
作
だ

お
米
が
た
ん
と
と
れ
そ
う
だ

四
東
三
把

で
五
斗
八
升

ざ

つ
く
り
ざ

っ
く
り
う
な

い
ま

し
ょ

同
じ
く
神
田
に
伝
え

ら
れ

て
い
た
相
撲
甚
句
を

.兀
歌

に
し

て
、
婦
人
た
ち
が
農
閑
期

ゆ
あ
み

の
湯
浴
や
お
祝

い
の
席
な
ど

で
、
数
人
か
ら
十
数
人
で
踊

っ
た
も

の
で
あ
る
。
肌
着

に

ま
わ
し
、
前
か
け
姿

で
相
撲
と
り
が
四
股
を
踏
む
よ
う
な
動
作
が
加

わ
る
。

【写真22】 神 田の相撲踊 り練習(昭 和57年)
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第八章 民俗芸能

第
六
節

盆
踊
り
と
民
謡

一

盆
踊
り
と
盆
唄

県
南
地
方
で
は
、
広
く

「
ア
レ
サ
」

の
盆
踊
り
が
流
布
し
て

い
る
が
、
町
内

に
古
く
か

ら
お
こ
な
わ
れ
る
盆
踊
り
も
そ

の
系
統

で
あ

る
。

こ

の
う

ち
、
矢
吹

で
は
太
鼓
は
四
個
で
、
四
隅

の
柱

に
結
わ
え

つ
け

る
桶
太
鼓
で
あ
り
、

そ

の
ほ
か
に
笛

、
音
頭
と
り
が

つ
く
。

昭
和
六
十
年
か
ら
二
区
束
子
ど
も
会
育
成
会

が
中

心
と
な
り
、
小
学
生

に
太
鼓
打
ち
と
音
頭
と
り
、
踊
り
を
継
承

し
よ
う
と
、
二
区

の
古
老

た
ち
が
指
導
し
、
現
在
で
も
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。

田
内

で
は
古
く
か
ら

「
ハ
ア
ー

ヨ
ー
ホ
イ
ヤ
ー
」
調

の
盆
唄
が
歌
わ
れ
、
横
笛

三
人
、

桶
太
鼓

二
人
、
宮
太
鼓

一
人
、
平
太
鼓

.
人
と
音
頭

一
人
に
よ

る
に
ぎ
や
か
な
難
子

が
奏

さ
れ
る
。

根

宿

の
盆
踊
り
は

「
ホ
イ
ヤ
ー
」
調

の
盆
唄

の
後

「
山
唄
」
、
最
後

に

「
は
ね

っ
こ
踊

り
」
と
な

る
。

「山
唄
」
は

「草
刈
唄
」
と
も

い
い
、

道

で
男
女
が
か
け
あ

い
な
が
ら
歌
う
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う

。
「
は
ね

っ
こ
踊
り
」
は

、

か

つ
て
田
植
え
あ

が
り

か
ら
夏

の
終
り
ま

で
、

い
わ
き
地
方
か
ら
県
南

・
県
中
地
方
に
か
け
て
広
く

お
こ
な

わ
れ

る
も

の
で
、
盆
踊
り

の
最
後
に
踊
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
大

変
躍
動
的
な
踊
り

で
あ
る
。

歌
詞
は
即
興
も
加
わ
り
各
種
あ
る
。

1感 磁 繋
と 』 蕊

芝 難磯 響紛

甕 藤。㌔∴ 讐 塊 ・・ 鱒

瀞 輔 鐸
£

蹴 写真23】三神盆踊,,三 城,蜘 、)

・び 潔 灘 犠

職臨
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根

宿

の
盆

唄

ホ

イ

ヤ

ー

ハ
ー

ヨ
ー

ホ

イ

ヤ

ー
ド

(
ハ

ヤ

ッ
シ

ョ

ヤ

ッ
シ

ョ

ヤ

ッ
シ

ョ
ド

)

太
鼓

し

っ
か

ど

ぶ
ぜ

ヤ

ー

レ

ー

(
コ

ラ
ヤ

ッ
シ

ョ
)

音

頭
と

り

ゃ

こ
わ

い
よ

ド

(
ア

ヤ

ッ
シ

ョ

ヤ

ッ
シ

ョ

ヤ

ッ
シ

ョ
ド

)

下

で

踊

る
子

は

ヤ

ー

レ

ノ

ー

ヨ

ッ
サ

ー

な

お

こ

わ

い
ヨ

(
コ
ラ

ヤ

ッ
シ

ョ

ヤ

ッ
シ

ョ

ヤ

ッ
シ

ョ
ド

)

親

の
意

見

と

む

す

び

の
花

は

千

に

一
つ

の

む
だ

が
な

い

い
く

ら
不

思

議

だ

っ
て

に
わ

と

り

は

だ

し

な

ぜ

に
蛙

は

ま

る

は

だ

か

川

の
向

か

い
側

に

な

じ

み
を

も

て
ば

き

り

し

雨

で
も

気

に
か

か

る

踊

り

踊

た

い

こ

の
子

が

じ

ゃ
ま

だ

こ

の
子

す

て

て
も

踊

り

た

い

今
年

や
豊

年

だ

よ

穂

に

穂

が
咲

い
て

道

の
小

草

に
も

米

が

な

る

(福
島
県
教
育
委

員
会
編

・
刊

『福
島
県

の
民
謡
-

第
三
回
福
島
県

民
謡
ま

つ
り
記
録
』

昭
和
五
十
八
年

二

一

・
二
二
頁

)

第六節 盆踊 りと民謡

山
唄

(草
刈
唄
)

エ
ー
ヤ
ー

ハ
i

朝

の
出
掛

け
に

(ホ
ー
)

ど
の
山
見

て
も

(ア

チ

ョ
ー
イ

チ

ョ
イ
ド
)

霧

の
か
か
ら
ぬ
ヨ

山
は
な

い

(ア

チ

ョ
ー
イ

チ

ョ
イ
ド
)

朝

の
草
刈
り

ど

こ
で
刈
る
お
せ
な

ど

こ
で
刈
る
や
ら

あ

て
が
な

い

草
刈
り
遅
く
と
も

束
見

て
お
く
れ

遅

い
早

い
は

東
に
よ
る

ほ
れ
た
ほ
れ
た

よ

川
端
柳

水

に
流
れ
で

根
が
ほ
れ
た
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第八章 民俗芸能

思
う

て
通
え
ば

千
里
も

一
里

逢
わ
ず

帰
れ
ば

ま
た
千
里

畑

に
地
し
ば
り

青

田
に
び
る
も

家
に
ま
ま
か
か

な
け
り

ゃ
よ

い

お
月
様

で
も

夜

遊
び
な
さ
る

わ
た
し
の
夜
遊
び

無
理
じ

ゃ
な

い

は
ね

っ
こ
踊
り

(
ア

一
二

の
三
ヨ
ト
)

ヤ
ー
レ
ナ
ー

入
れ
て
お
く
れ
よ

マ
ー
タ

(
ア

マ
ー
タ
)

か
い
く

て
な
ら
ぬ

私
ひ
と
り
が

キ
ョ
チ
ャ
ン
ネ

(ア

キ
ヨ
チ
ャ
ン
ネ
)

ヤ
レ
サ
ナ
ー

か
や

の
外

し

て
も
し
た
が
る
十
七
、
八
は

親
も

さ
せ
た
が
る

針
仕
事

声

で
聞
き
と
れ

姿

で
み
と
れ

声

や
姿

で

み
と
ら
れ
ぬ

親

の
意
見
と

な
す
び

の
花
は

千
に

一
つ
の

無
駄
は
な

い

朝

の
出
掛
け
に

も
と
め
た
な
じ
み

石
に
け

つ
ま
ず

い
て

黒
な
じ
み

お
月
様
で
も

夜
遊
び
な
さ
る

わ
し
の
夜
遊
び

無
理
は
な

い

踊
り
す
け
べ
で

会
津
ま

で
来
た
が

踊
り
踊
ら
ね
で

帰

ら
り
ょ
か

く

ア

カ

ニ

か
ら
す

の
田
の
畔

で

つ
ぶ
の
殻

つ
づ
く

お
ら
も
わ
が
家

さ
行

っ
て

か
が

ア
つ
づ
く

前

の
姉
さ
ま

の

ほ

っ
か
ぶ
り
が
う

そ
だ

直
し

て
あ
げ
た

い

顔
見
た

い

こ
れ
で
お
別
れ

お
名
残
り
惜
し

い

雨

の
十

日
も

降
れ
ば

よ

い

「は
ね

っ
こ
踊
り
」

は
中
畑

に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
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中
畑

の
は
ね

っ
こ
踊
り
唄

ヤ
ー
レ
ナ
親

の
意

見
で

や
め
や
め
し
た
ら

花
も
咲
く
ま

い

実
も
な
ら
ぬ

ほ
れ
て
見
る
せ

い
か

八
重
歯

の
金
歯

た
ら
す

二
本
棒

巻
た
ば

こ

信
州
信
濃

の

支
那
そ
ば

よ
り
も

可
愛

い
お
前
さ
ん
の

そ
ば
が
よ

い

(福
島
県
教
育
委
員
会
編

・
刊

『福
島
県
の
民
謡
-
第

一
回
福
島
県
民
謡
ま
つ
り
記
録
』
昭
和
五
十
六
年

一
六
頁
)

二

根
宿
の
こ
ん
た
ん
踊
り

第六節 盆踊 りと民謡

中
畑

の

「
根
宿
の
こ

ん
た

ん
踊
り
」
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け

て
、
京
浜

・
中
京
な
ど

の
紡
績
工
場

へ
働
き

に
出
た
女
工
た
ち
の
生

の

声

が
、
手
踊
り
で
踊
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
も

の
と
さ
れ
る
。
昭
和
五
十
九
年

に
町

の
民
俗
芸
能

の
掘
り
起
こ
し
事
業

に
よ
り
六

〇
年
ぶ
り
に
復
活

し
、

同
年

の
民
俗
芸
能
祭

で
発
表
さ
れ
た
。

「ご

ん
た

ん
」

の
意
味

に

つ
い
て
、
当
時

の
バ
ッ
タ

ン
機
か
ら
く
る
も

の
と

の
説
と
、
数
え
歌
の
調
子
あ
わ
せ
と
の
説

が
あ

る
。
歌

詞
は

一
番
か
ら

十
番
ま

で
あ
り
、
当
時

の
女

工
た
ち
が
劣
悪
な
条
件

の
も
と

で
昼
夜
を
問
わ
ず
作
業
に
あ
た

っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

(
一
番
)

一
つ
の
こ
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

人
も
知

ら
な

い
山

の
中
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第八章 民俗芸能

き

て
見
り

ゃ
駿
河
の
富
士
紡
績

音
に
聞
こ
え

し
滝

の
音

(キ
タ
シ

ョ
ウ
)

(
二
番
)

二

つ
の
こ
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

ふ
た
親
そ
ろ

っ
て
あ
り
な
が
ら

こ
ん
な
会
社
で
苦
労
す

る

ほ
ん
に
ふ
た
親

な
け
り

ゃ
よ

い

(キ
タ
シ

ョ
ウ
)

(三
番
)

三

つ
の
こ
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

み
な
さ
ん
駿
河

に
く
る
時
は

お
金
を
残
せ
と

言
わ
れ

て
き
た
が

な
ぜ
か
お
金
が
残
ら
な

い

(
キ
タ
シ
ョ
ウ
)

(
四
番
)

四

つ
の
こ
ん
た

ん
や
る
が
ま
た

夜
も
寝
な

い
で
夜
業
す
る

長

い
寿
命
も
短
く
な
る

心
ぼ
そ

い
じ
ゃ
な

い
か

い
な

(キ
タ
シ
ョ
ウ
)

(五
番
)

五

つ
の
こ
ん
た

ん
や
る
が
ま
た

い
つ
か

田
舎

の
ふ
た
親
様

に

つ
ら

い
会
社

の
物
語

共
に
泣

い
た
り
泣
か
せ
た
り

(六
番

)

六

つ
の
こ
ん
た
ん

や
る
が
ま
た

無
理
な
会
社
じ

ゃ
な
け

れ
ど
も

規
則
で
た

て
た
る

こ
の
会
社

規
則

や
ぶ
れ
ば
罰
と
な
る

(七
番

)

七

つ
の
こ

ん
た
ん
や
る
が
ま
た

中

の
し
ご
と
は
よ
い
け
れ
ど

お
お

し

し
ん

時
々
ゆ
り
だ
す
大
地
震

命
が
け

で
は
な

い
か

い
な
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第六節 盆踊 りと民謡

(八
番
)

八

つ
の
こ
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

や
め
て
帰
ろ
う
と
思
え
ど
も

汽
車
賃
な
け
れ
ば
帰
ら
れ
ぬ

汽
車
道
な
が
め
て
目
に
涙

(キ
タ
シ

ョ
ウ
)

(九
番
)

九

つ
の
こ
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

こ
ん
な
会
社
と
夢

さ
ら
知
ら
ぬ

四
方
八
方
山
の
中

ど
ち
ら
が
西
や
ら
東

や
ら

(キ
タ
シ

ョ
ウ
)

(十
番
)

十

の
こ
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

と
う
と
う
年
期
も
あ
け
た

の
で

宏ー■
車
や
電
車
に
身
を

の
せ

て

そ

の
時
私

の
う
れ
し
さ
よ

(キ
タ
シ

ョ
ウ
)

反民島旙

女工の[嘆き=が聞難

胸
打

つ
望
郷
の

過
酷
な
労
働
条
件
で
苦
悩す
る
工
女
た
ち
の
物
語
、
と
い
えば
「女
工
哀
史
」
「あ
～野
麦
峠
」
信
有
名だ
が
、
矢
吹
町
中
畑
の
「根宿

のご
ん
た
ん
踊
り
」
も
、
そ
の悲
哀
を
い
ま
に
伝
え
て
い
る。
こん
た
ん
踊
り
は
、
大
正
束
期
か
ら
昭
和
初期
に
か
け
て
京
浜
、
中
泉
など

の紡
績
工
燭
へ
働
き
に
出
た
工女
た
ち
の
生
の
声
が
数え
歌
と
な
り
、
手
踊
り
で
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た.
ご
ん
た
ん
の
意
味
は
、当
時

のパ
。タ
・、'機
か
ら
く
る
もの
な
の
か
、
そ
れ
と
も
数え
歌
の調
子
合
わ
せ
な
の
か
、
知
る
人
は
い
な
い
.今
回
の
こ
ん
た
ん
踊
り
は
、埋

も
れ
た
伝
歌
歪
能
の
細
り
起
こし
を
進
め
て
い
る
矢
吹
町
の民
俗
芸
能
祭
で
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、
約
六
+年
ぷ
り
に
復
活
し
た。
駄詞
か

らは
、
劣
悪
な
条
件
の
下
、
昼夜
を
問
わ
な
い
作
築
で
苦し
む
工
女
た
ち
の
嘆
き
の
画
が
伝
わ
っ
て
く
る.
(白
河
支
社
・阿
部
恒
雄
)

過
酷
な
年
期
奉

十

一
人
獄
族

.
生
話
苦
か
ら
庫
期

型
公
に
出
さ
れ
た
.

}
日
の
仕

事
は
、
午
前
六
時
か

60隼ぶり復活し
たこんたん踊り

歌
詞
は
一番
か
ら
十
雷ま
で
。

く
る
さ
つだ
.

静
岡
県
浜
名
湖
の
ほ
と
りに
あ
っ

富
士
紡
績
で
働
い
た
人
は
現
任

た
富
丈
紡
績
の
工
女
の
募集
、雇

いな
い
が
、
矢
吹
町
中
畑
の
土
菰

い
入
れ
か
ら
、
そ
こ
で
の労
働
が

ム
メさ
ん
〔七も
は
、
十
二
磯
か
ら

歌
わ
れ
て
い
る
。

二十
三
歳
ま
で
岐
皐
県
の
大
日
本

当
時
の
過
酷
な
労
働
で苦
労
す

紡
纏
関
ケ
原
工
場
で
働
い
た
体
験

る
工
女
た
ち
の
悲
翼
が
伝
わ
って

を
持
つ。
当
時
、
土
本
さ
ん
方
は

一つ
の
こ
ん
た
ん
や
るが
ま
た

金
を残
せと
書
わ
れ
て
き
た
が

遵な
が
め
て
目
に
醍

人
も
知
ら
な
い
山
の
中
き
て
見

な
ぜ
か
お金
が
残
ら
な
い

(キ
タ
シ
ョ
ウ
〉

り
ゃ
駿
河
の
雷
土紡
績
音
に
聞

〔キ
タ
シ
ョウ
)

九
つの
こ
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

こ
え
し
滝
の
音

四
つ
の
ごん
た
ん
や
る
が
ま
た

こん
な
会
社
と
夢
さ
ら
知
ら
ぬ

(キ
タ
シ
ョ
ウ
)

夜
も寝
な
い
で
夜
業
す
る

穫

四
方八
万
山
の
中

ど
ちら
が
西

二
つ
の
こ
ん
た
ん
や
るが
ま
た

い
寿命
も短
く
な
る

心
ぽ
そ
い

や
ら粥
や
ら

ふ
た
親
そ
ろ
っ
て
あ
り
なが
ら

じ
ゃな
いか
い
な

〔キ
タ
シ
訂
ウ
)

こ
ん
な
会
社
で
苦
労
す
る

ほ
ん

(キ
タ
シ
ョウ
)

十
の
ご
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

に
ふ
た
親
な
け
り
ゃ
よ
い

・・…・
(中

略
)
・・…

と
うと
う
年
期
も
あ
け
た
の
で

〔キ
タ
シ
ョ
ウ
〉

八
つ
のC
ん
た
ん
や
る
が
ま
た

汽
宙
や
電
康
に
身
を
の
せ
て
そ
の

三
つ
の
こ
ん
た
ん
や
るが
ま
た

やめ
て帰
ろ
う
と
思
え
ど
も
汽

時
私の
う
れ
し
さ
よ

み
な
さ
ん
駿
河
に
く
る
時
は
お

葭
賃な
りれ
は
帰
ら
れ
ぬ

汽
醸

∩ギ
タ
シ
リ
ゥ
)

≡
一≡
≡
≡≡
=　…

≡≡≡
「≡「垂
=≡
≡垂
一=≡
≡
===一≡「箋
「≡
≡≡
==「≡≡
≡≡=≡
三一≡
≡≡
≡
≡≡
}≡
==≡
≡=≡[…
…
≡
≡≡
≡[垂
==≡=≡=「…

≡垂
呑
[箋
=塁
≡≡
　一貫萎
垂
≡==一≡
≡≡
至
≡
≡一=≡.ー

(福
島

県
教
育
委
員
会

編

・
刊

『福
島
県

の
民
謡
-

第

六
回
福

島
県
民
謡
ま

つ
り

記
録
』
昭
和
六
十

一
年

一

写真24】根宿のこんたん踊りの復活を伝える当時の新聞記事

 

・

、
二

頁

)

歌
詞
に
登
場
す
る

「
富
士
紡
績
」
と
は
、
当
時
、
静
岡
県

の
浜
名
湖

の
ほ
と
り

に
あ

っ
た
紡
績
工
場
で
あ

る
。
復
活
当
時
、
富
士
紡
績

で
働

い
た
人

は
す

で
に
い
な
か

っ
た
が
、
岐
阜
県

の
大
日
本
紡
績

関
ヶ
原

工
場

で
働

い
た
人
は
、
一
一
人
家
族
で
生
活
苦
か
ら
年
期
奉
公
に
出
さ
れ

る
こ
と

に
な
り
、
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第八章 民俗芸能

一
二
歳
か
ら
二
一二
歳
ま

で
女
工
と
し
て
働

い
た
と

い
う
。
当
時
の
女

工
の
勤
務
は
、
口
曜
日
以
外

の
週
六
日
で
、
朝

⊥ハ
時
か
ら
夕
方
六
時
ま

で
、
二
交

代
制

で
、
三
度
の
食
事
も
満
足
に
与
え

ら
れ
な
か

っ
た
と

い
う
。

月
給
は
す

べ
て
実
家
に
送
金

さ
れ
る
が
、
実
家
で
会
社
か
ら
前
借
り
し
た
借
金
と
相

殺
さ
れ
る
た
め
に
何
年
働

い
て
も
貯
金

は
な
か

っ
た
と

い
う
。
食
事

は
玄
米
、

ム
ギ

の
ご
飯

に
漬
物
と
味
噌
汁
だ
け

で
、
月

に
二
回
は
魚

の
半
身
が
出

る
程
度
で
あ

っ
た
と

い
う
。
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三

そ
の
他

の
民
謡

熊
野
講
と
は
、
旧
暦

二
月
十
五
、
十

六
日
ご

ろ
と
ト
月
十
四
、
卜

五
日
ご
ろ
に
、
熊

野
の
神

に
収
穫
を
感
謝
す

る
と
と
も

に
、

熊
野
講
の
餅

つ
き
唄

集
落

の
安
穏
と
家
内
安
全
を
祈
る
行
事

で
あ
る
が
、
県
南
地
方

で
は
多
く

の
集
落

で
餅

つ
き
行
事
と
し
て
お
こ
な
わ
れ

て
い

る
。
矢

吹
町
で
は
原
宿

の
熊
野
講

(町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
)
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
明
新

で
も
十
二
月
に
熊
野
講
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
中

畑

の
平
鉢
で
も
近
年
ま

で
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。

行
事

は
青
年
会
が
主
催
す
る
が
、
費
用
は
地
区
か
ら
出
さ
れ
る
。
宿
は
も
と
は
当
番
制

で

一
泊
二
日
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
後

に
青
年
会
長
宅
を
宿

に
し
て
お
こ
な
う
よ
う

に
な

っ
た
。
そ

の
間
、
宿

の
家
族
は
邪
魔

に
な
ら
ぬ
よ
う

に
ひ

っ
そ
り
と
過
ご
し
た
と

い
う
。
ま
た
、
前

日
の
午
前
中

に
家
族

を
す
べ
て
物
置
か
土
蔵
に
別
居
さ
せ
る
と
か
、
近
所

の
親
戚

に
預
け
た
と
も

い
う

。
こ
れ
は
、
熊
野
講
の
行
事

が
も
と
も
と
女
人
禁
制
だ

っ
た
名
残
で

あ
る
。
現
在

は
、
主

に
地
区

の
公
民
館
前

で
お

こ
な
わ
れ
て
お
り
、
行
事
も
か
な
り
簡
略
化
さ
れ

て
い
る

(第
七
章
第

四
節

一
五
原
宿
の
熊

野
講
参
照
)
。

参
加
者
は
宿
の
家

に

一
泊
す

る
が
、
青
年
会
長

の
許
可
を
得
た
も

の
以
外
は
帰
宅
し
て
は
な
ら
ず

、
ま
た
外
出
し

て
も
火
食

(煮
焼
き
し
た
食
事

)

は
厳
禁

で
あ

る
。
宿
で
は
徹
夜

で
話
を
し
た
り
、
碁

・
将
棋
な
ど

の
遊
び
を
し
な

が
ら
過
ご
す
。

翌
朝

、
ま
ず
行
者

(僧
侶
)
を
招

い
て
加
持
祈
祷
を

し
て
も
ら

い
、
集
落
の
安
全
、

五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈

っ
た
後
、
朝
風
呂
に
は

い
っ
て
か
ら
、
千

本
杵
で
餅
を

つ
き
は
じ
め
る
。
餅
を

つ
き
な
が
ら
餅

つ
き
歌
が
歌
わ
れ
、
時
折
千
本
杵

で
か
ら
め
た
餅
を
天
井

に
く

っ
つ
く
く
ら

い
ま

で
高

々
と
突
き



あ

げ

る
。

め

で
た
め
で
た
の

重
な
る
年
は

天

の
岩
戸
も

サ

マ
ヨ
打
ち
開
く

日
、那
大
黒

お
か
み
さ
ん
も
恵
比
須

で
き
た
そ
の
子
も

福

の
神

お
れ
と
お
前
は

米

な
ら

五
合

は
や
く

一
升
に
な
れ
ば
よ

い

今
年

や
ど
う
で
も

来
年

こ
そ
は

.
一つ
枕
で
寝
て
み
た

い

ど
う
だ
皆
様

お

つ
も
り

ゃ
い
か
が

声
も
か
れ
た
し

疲

れ
た
し

(福
島
県
教
育
委
員
会
編

・
刊

『
福
島
県
の
民
謡
-
第
二
回
福
島
県
民
謡
ま
つ
り
記
録
』

昭
和
症
十
七
年

二
六
頁
)

【写真25】 原宿 熊野講(昭 和59年)

第六節 盆踊 りと民謡

こ
の
後

、
各
世
帯

一
人
ず

つ
が
餅
を
ご
馳
走
に
な
る
。
ま
た
、
最
後
に
も
う

一
度
餅
を

つ
き
、
青
年

ら
が

二
組

に
わ
か
れ
て
、
千
本
杵

で
餅

の
争
奪

戦
を
演

じ
る
。
そ

の
後
、
青
年

ら
は
杵

に
か
ら
め
た
餅
を
掲
げ

て
凱
歌
を
あ
げ

、
.
一人

一
組

で
毛
本
杵
を
持

っ
た
ま
ま
集
落
内
を

回
り
、
餅
を
供
物

と

し

て
人
々
に
ち
ぎ
ら
せ
る
。
こ
の
日
は
昼
食
抜
き
で
、
夕
飯
は
汁
餅
五
合
飯
を
残

さ
ず
食

べ
終
る
と
、
椀
、
臼
、
鍋
、
釜
な
ど
す

べ
て
き
れ

い
に
洗

っ

て
粕
ま
で
飲
む
。
夕
食
後
に
火
を
消
す
が
、
最
後

の
火
を
熊
野
大
権
現
に
献
じ
て
散
会
と
な
る
。
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こ

つ
ま

古
く
か
ら

の
馬
産
地
で
あ

っ
た
東
北
地
方
の
中
で
も
、
そ

の
玄
関
口
に
あ
た

る
白
河
周
辺
で
は
、
か

つ
て
仔
馬
を
買

い
求

め
て
諸
国

馬

喰

節

ば
-
・
・

か
ら
集
ま

る
馬

喰

に
よ

る
馬

の
売
買
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。
白

河
地
方
に
伝

わ
る
馬
喰
節

は
、
そ
う

し
た
馬
喰
た
ち

に
よ

っ
て
歌
わ

れ
た
歌

で
あ
る
。
馬
喰

は
馬
を
何
頭
も
手
綱

に

つ
な

い
で
昼
も
夜
も
歩
き
続
け
る

の
で
眠
気
を
払
う
た
め
に
歌
わ
れ
た
と
も
、
ま
た
よ

い
馬
が
手

に
は

い
っ
た
と
き
に
祝

い
歌
と
し

て
歌
わ
れ
た
と
も

い
う
。

東
北
地
方
で
も

最
大
規
模

の
馬
市
で
あ

っ
た
白
河
馬
市
は
、
寛
永

六
年

(
一
六
.
一九
)
に
白
河
藩
主
丹
羽
長
重
が
、
領
内

の
軍
馬

の
買

い
あ
げ
と
馬

喰

に
よ
る
売
買
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
開
設
し
た
が
、
矢
吹
に
も

明
治
卜
七
年

(
一
八
八
四
)
に
矢
吹
馬
市

が
開
か
れ
、
近
郷
近
在
か
ら
多
く

の
馬
が

集
め
ら
れ
、
東
北

・
関
東
各
地

の
ほ
か
、
遠
く
は
九
州
か
ら
も
馬
喰

が
馬

の
買

い
つ
け
に
き
た
。
し
か
し
、
農
耕
馬

の
需
要
が
な
く
な

っ
た
昭
和
一.一十

年
代

に
は
白

河
馬
市
も
な
く
な
り
、
矢
吹
馬
市

(後

の
矢
吹
家
畜
市
場
)

で
も
現
在

は
牛

の
取
引
き
し
か
お
こ
な
わ
れ

て
い
な

い
。

ひ
つ
め

白
河
地
方

に
伝
わ
る
馬
喰
節
の
特

徴
は
、
湯

の
み
や
茶
碗
を
た
た

い
て

「
パ
カ
パ
カ
」
と

い
う
馬
の

蹄

の
音

が
は
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
尺

八

に
よ
る
離
子
に
の
せ

て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
矢
吹
の
馬
喰
節
も
そ
う
し
た
白
河
地
方

の
馬
喰
節
の

一
つ
で
あ

る
。
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吹
の
馬
喰
節

こ
ま

 
夕
べ
生
ま
れ
た

栗
毛
の
駒
は
よ

前
は
白
足

流
れ
星
よ

朝

の
出
が
け
に

東
を
見
れ
ば

黄
金
ま
じ
り

の

霧
が
降

る
よ

馬
喰

さ
ん
に
は

な
ん
に
ゃ
あ
よ
く
惚
れ
た
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ま
け

ろ
ひ
け
ろ
は

袖

の
中
よ

金

の
茶
釜
を

あ
る
よ
な
話

い
っ
て
み
り

ゃ

土
瓶

の
ふ
た
も
な

い
よ

か
か
よ

今
き
た
米
味
噌
あ

る
か

米
味
噌
ど

こ
ろ
か

塩
も
な

い
よ

鎖
さ
れ
た

の
を
き

っ
か
け

に
、
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
馬
喰
節
を
歌

い
継
ぐ
た
め
、
馬
喰

た
ち
が
同
年
十
月
に
結
成
し
た
白
河
民
謡
馬
喰
節
保
存
会
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て

い
る
。

も
と

は
±
掲
き

の
現
場
で
歌
わ
れ
た
仕
事
唄
で
あ
る
が
、
後

に
祝

い
唄
と

土

掲

き

唄

し
て
タ
テ
マ
エ

(建
前
)
な
ど

の
祝

い
の
席

で
歌
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

町
内

で
は
中
畑
に
伝
え

ら
れ

て
き
た
が
、
農

村
部
特
有

の
悠
長
な
テ
ン
ポ

の
歌
で
あ
る
。

や
ぐ
ら

土
掲
き

櫓

の
土
掲
き
柱

に
結
ん
だ
綱
を
ケ

ロ
リ

(作
業
を
進
め
る
上
で
中
心

に
な
る
人
)

の
腰
に
あ

て
、
歌
で
調
子
を
と
り
、
土
掲
き
を
運
行
す

る
よ
う
に
歌
わ
れ
る
。
歌
う
と
同
時

に
調
子
と
り

の
技
術
を
要

し
た
。

や

江
戸
時
代
末
期
に
関
東
地
方
か
ら
伝
わ

っ
た

「木
遣
り
唄
」
が
変
化

し
た
も

の
と

の
説
が
あ

る
。

【写真26】矢吹の馬喰節(提 供 水戸豊子)
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中
畑

の
土
掲
き
唄

め
で
た
め

で
た

の

重
な

る
年
は

天
の
岩
戸
も

押
し
開
く

こ
こ
は
大
事
な

大
黒
柱

心
そ

ろ
え
て

た
の
み
ま
す

こ
ち

の
屋
形
は

め
で
た

い
屋
形

事
業
益

々

五
万
石

囲
り
ま
わ
し
て

い
ぬ
い
の
す
ま
に

誠

に
め
で
と
う

お
さ
め
ま
す

(前
掲

『福
島
県

の
民
謡
』
二
二
頁
)

草
刈
り
唄
は
古

く
か

ら
馬
産
地

で
あ

っ
た
県
南
地
方

で
広
く
歌
わ
れ
て
い
た
唄
で
、
農
家
の
日
課

で
あ

っ
た
草
刈
り
の
道
中

に

山
唄

(草
刈
り
唄
)

う
た
わ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
泉
崎
村
の
鳥
峠
稲
荷

で
盆
踊
り
に
う

た
わ
れ

て
い
た

「峠
節
」

が
元
唄

で
あ
る
と
も

い
わ
れ

て
い

る
。
町
内
で
は
中
畑
周
辺
な
ど
に
伝
え

ら
れ

て
い
た
。

草
刈
り
唄

ハ
ー

ハ
ー

エ
お
れ
と

い
が
ね
が

が
し

ゃ
裏
山
さ

な
た
と
鎌
持

っ
て
ヨ

あ
け
び
取
り

草
刈
り
遅
く
も

束
見
て
お
く
れ

遅

い
速

い
は

束
に
よ
る

744



草
を

こ
う
刈
れ

こ
う
束
ま

る
け

馬

に

つ
け
よ
う
が

こ
う

つ
け
な

明
日

の
浅
草

ど

こ
で
刈
る
お
せ
な

明
日
は
白
狐
窪

の

土
手
刈

る

峠
か
け
越
し

本
沼
お
昼

い
や
な
白

河

泊
り
が
け

(⊥剛
掲

『
福
島

唄
ポ
の
民

}謡
』

二
二

百
ハ)

長
持
ち
唄
は
、
婚
礼

の
宴
席

に
欠

か
す

こ
と

の
で
き
な

い
歌

で
あ

っ
た
。
主

に
、
花
嫁
が
仲
人
に

つ
れ
ら
れ
て
実
家
を

出
る
と
き
、

長

持

ち

唄

中
宿
で
嫁

い
り
道
具
を
受
け
渡
す
と
き
、
婿
方
に
着

い
て
出
迎
え

の
人

々
と
あ

い
さ

つ
を
交
わ
す
と
き

の
三
回
歌
わ
れ
る
。
矢
吹

町

内
で
は
、
羽
鳥
ダ

ム
の
建
設
に
よ

っ
て
湖
水
に
沈
ん
だ

羽
鳥

(現
在

の
天
栄
村
羽
鳥
)

の
集
落
か
ら
、
第

二
次
世
界
大
戦
後

に
矢
吹
ガ
原

に
集
団
移
転

し
た
人
々
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て

い
た
長
持
ち
唄
が
知
ら
れ
て
い
る
。

第六節 盆踊 りと民謡
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